
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 水戸経理専門学校 
設置者名 学校法人 八文字学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

商業実務専門課

程 

診療情報管理学

科 

夜 ・

通信 
2066 240  

医療秘書学科 
夜 ・

通信 
1272 160  

行政情報学科 
夜 ・

通信 
0 160 ※ 

経営経理学科 
夜 ・

通信 
222 160  

ブライダル学科 
夜 ・

通信 
252 160  

経営情報学科 
夜 ・

通信 
0 320 ※ 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

ホームページ（http://www.mito.ac.jp/disclosure/index.html）で公開する 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 行政情報学科・経営情報学科 

（困難である理由） 

行政情報学科においては、国家公務員法および地方公務員法で職務専念義務が規定さ

れており現職の公務員が直接指導することは困難を伴う、また、退職者においても算

定的な雇用確保が困難な状況にある。経営情報学科においては、数年間に及び開講で

きていない。現状においても開講の見通しはない。 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 水戸経理専門学校 
設置者名 学校法人 八文字学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページ（http://www.mito.ac.jp/disclosure/index.html）で公開する 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 旅行会社 相談役 
2018.4.1～ 

2021.3.31 
企画 

非常勤 一般企業 社取締 
2018.4.1～ 

2021.3.31 
コンプライアンス 

非常勤 一般企業 支店長 
2018.4.1～ 

2021.3.31 
労務 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2 号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名  

設置者名  

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 

名称  

役割 

 

 

 

 

 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

   

   

（備考） 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 水戸経理専門学校 

設置者名 学校法人 八文字学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

＊シラバスの作成過程及び時期 

 １月  教育課程（案）の内容を検討 

 ３月  教育課程編成委員会会議において審議 

     （２０２０年はコロナウィルスの関係で未実施） 

 ３月末 授業計画（シラバスの決定） 

 

＊シラバスの公開時期 毎年４月 

 

授業計画書の公表方法 
ホームページで公開する

http://www.mito.ac.jp/disclosure/index.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

学則第１２条の規定に基づき、授業計画（シラバス）に成績評価の方法・

基準を示したうえで、成績評価のための試験を実施し、実習成果、履修状

況を総合的に勘案して行い、学修成果を判定している。 

ただし、出席時数が授業時間の３分の２に達しない者は、その科目につい

ての評価を受けることができない。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

各学科において履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を算出（100点

満点で点数化）し、成績の分布等を適切に示している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページで公開する 

http://www.mito.ac.jp/disclosure/index.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本校は、時代の要請に応え、ビジネス社会に対応し得る専門的な職業教育を行ない、

併せて社会人として活躍できる教養を身に付けた人材の育成を目的とする。 

進級要件 

1年次の全科目を履修し、学科毎に定める進級単位数を修得する。 

2年次の全科目を履修し、学科毎に定める進級単位数を修得する。 

3年次の全科目を履修し、学科毎に定める進級単位数を修得する。 

卒業要件 

2 年間で必要とされるすべての科目を履修し卒業要件の 63 単位（1800 時間）を修得

する。 

3 年間で必要とされるすべての科目を履修し卒業要件の 98 単位（2700 時間）を修得

する。 

4年間で必要とされるすべての科目を履修し卒業要件の 124 単位（3600 時間）を修得

する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページで公開する

http://www.mito.ac.jp/disclosure/index.html 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 

学校名 水戸経理専門学校 

設置者名 学校法人 八文字学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.mito.ac.jp/disclosure/index.html 

収支計算書又は損益計算書 http://www.mito.ac.jp/disclosure/index.html 

財産目録 学校事務局に備え付け・閲覧又は配布 

事業報告書 学校事務局に備え付け・閲覧又は配布 

監事による監査報告（書） 学校事務局に備え付け・閲覧又は配布 
 

  



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
職業実践専門

課程 
診療情報管理学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 2,700 

単位時間／単位 

1,596 

単位時間

/単位 

822 

単位時間

/単位 

282 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 22人 0人 5人 9 人 14 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

日本病院会等の指定校として、診療情報管理士受験資格取得のための医学・専門領域

を中心に、講義・演習・実習を実施している。年間の授業計画は日本病院会に届出て

いる。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学年末試験、実習の成果、成果物の提出等、履修状況を総合的に勘定して行う。なお、

出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる、定期試験で各教

科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課すこととして

いる。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

2 年次進級要件は 31 単位(900 時間)の修得、3 年次進級は 48 単位(900 時間)の修得

とし、卒業条件は 98単位(2,700 時間)としている。 

学修支援等 

（概要） 

担任との面談、三者面談、家庭訪問等の実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 6 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

6人 

（100％） 

0 人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

小山記念病院・田尻ヶ丘病院・水戸中央病院・水戸ブレインハードセンター 

北茨城市民病院 等 

（就職指導内容） 

履歴書＆ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ作成ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ、面接指導、筆記試験講座、企業訪問ﾏﾅｰ、卒業生の講座

等に加えｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの導入による現場実習を取り入れている 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

診療情報管理士認定試験（67%）・診療報酬請求事務能力認定試験（84%） 

電子カルテ技能検定試験（100%）・医師事務作業補助者検定試験（84%） 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

21人 0人 0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生との個別面談および保護者を交えての三者面談の実施 

 

  



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
職業実践専門

課程 
医療秘書学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 1,800 

単位時間／単位 

1,488 

単位時間

/単位 

 

単位時間

/単位 

312 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 61人 0人 5人 5 人 10 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

医療機関、調剤薬局、介護施設、歯科医院の保険請求業務ができる人材を養成する。

1年次に医療機関、2年次に調剤薬局、介護施設、歯科医院を学ぶ。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学年末試験、実習の成果、成果物の提出等、履修状況を総合的に勘定して行う。なお、

出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる、定期試験で各教

科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課すこととして

いる。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

1年次の全科目を履修し、進級単位 31単位(900時間)を修得する。卒業条件は、2年

間で必要となるすべての科目を履修し、卒業要件の 63単位（1800時間）を取得する。 

学修支援等 

（概要） 

担任との面談、三者面談、家庭訪問等の実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 33 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

33人 

（100％） 

0 人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

医療機関（病院・診療所）・調剤薬局 等 

（就職指導内容） 

履歴書＆エントリーシート作成のアドバイス、面接対策、筆記試験講座、企業訪問マナ

ー、卒業生の講座等に加えインターンシップの導入による現場実習を取り入れている 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

診療報酬請求事務能力認定試験・電子カルテ技能検定試験 

医師事務作業補助者検定試験 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

80人 6人 7.5％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生との個別面談および保護者を交えての三者面談の実施 

 

  



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
職業実践専門

課程 
行政情報学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 1,800 

単位時間／単位 

306 

単位時間

/単位 

450 

単位時間

/単位 

1,044 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 17人 0人 2人 3 人 5 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

公務員試験で課される教養試験の講義と演習を行っている。また、面接試験で求めら

れるコミュニケーション能力や社会人基礎力の向上にかかわる実習を行っている 

成績評価の基準・方法 

授業の成績評価は学年末（学期末）に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合

的に勘案して行い、100点満点、50 点以上を合格とする評価 

・Ａ（80 点以上）・Ｂ（60 点～79 点）・Ｃ（50 点～59 点）・Ｄ（不合格） 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

級要件 1年次の全科目を履修し、学科毎に定める進級単位を修得する。 

卒業要件 2年間で必要となるすべての科目を履修し卒業要件の 63単位（1800時間）

を取得 

学修支援等 

（概要） 

担任との面談、三者面談、家庭訪問等の実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 6 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

6人 

（100％） 

0 人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

国家公務員・地方公務員・サービス業・小売業 等 

（就職指導内容） 

卒業生を招いた業務説明会の実施、個別のカウンセリングに基づいたエントリーシート

指導と面接練習の実施、企業訪問の実施 

  



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

公務員１次試験合格者（延人数） 

警視庁警察官（２名）・税務職員（１名）・茨城県職員小中学校事務（１名） 

茨城県警察官（３名）・東京都特別区Ⅲ類（１名）・自衛官候補生（２名） 

海上保安学校生（２名）・日立市役所（１名）・茨城県職員警察事務（２名） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

15人 3人 20％ 

（中途退学の主な理由） 

公務員試験合格、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生との個人面談及び保護者を交えての三者面談の実施 

 

  



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
職業実践専門

課程 

経営経理学科 

経理事務・会計ｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 1,800 

単位時間／単位 

918 

単位時間

/単位 

528 

単位時間

/単位 

354 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 30人 0人 3人 6 人 9 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

経理事務・会計等の職に就かせるために欠かすことのできない簿記を特に中心に学び

税理士科目取得を目指し税法、コンピュータ会計などの基礎的な学習から応用まで問

われる学習を進めていき知識を習得させ高度な資格取得を目指します。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学生ごとの前期末試験、当期末試験、課題の提出等、履修状況を総合的に勘案して行

う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

進級条件 32単位( 900 時間)修得 

卒業条件 63単位(1800 時間)修得 

学修支援等 

（概要） 

個別相談・指導等の対応 

担任との面談、三者面談、家庭訪問等 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

23人 

（100％） 

0 人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

一般企業（受付事務・一般事務・経理事務・総合職・販売職・営業職・警備職・製造職） 

介護施設（経理事務・介護職員） 

会計事務所 

（就職指導内容） 

履歴書＆エントリーシート作成アドバイス、面接対策、筆記試験講座、企業訪問マナー、

卒業生の講座等に加えインターシップの導入による現場実習を取り入れている。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定３級（平成３１年度合格者数１１名） 

日商簿記検定２級（平成３１年度合格者数１０名） 

全経簿記検定１級（平成３１年度合格者数７名） 

全経コンピュータ会計能力検定１級（平成３１年度合格者数５名） 

全経電卓能力検定１級（平成３１年度合格者数１４名） 

全経計算実務能力検定１級（平成３１年度合格者数３名） 

全経文書処理能力検定（word）２級（平成３１年度合格者数１０名） 

全経所得税法能力検定２級（平成３１年度合格者数１０名） 

全経社会人常識マナー検定２級（平成３１年度合格者数１０名） 

秘書検定準１級（平成３１年度合格者数１名） 

秘書検定準２級（平成３１年度合格者数９名） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

39人 7人  17.9％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・精神疾患の発症・公務員試験合格・家庭の事情・病気のため長期入院 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生との個人面談及び保護者を交えての三者面談の実施 

 

  



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
職業実践専門

課程 

経営経理学科 

営業・一般事務ｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 1,800 

単位時間／単位 

714 

単位時間

/単位 

396 

単位時間

/単位 

690 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 30人 0人 3人 6 人 9 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

営業・一般事務等の職に就かせるために欠かすことのできない簿記、コンピュータ会

計、パソコンなどの基礎的な学習から応用まで問われる学習を進めていき知識を習得

させ高度な資格取得を目指します。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学生ごとの前期末試験、当期末試験、課題の提出等、履修状況を総合的に勘案して行

う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

進級条件 32単位( 900 時間)修得 

卒業条件 63単位(1800 時間)修得 

学修支援等 

（概要） 

個別相談・指導等の対応 

担任との面談、三者面談、家庭訪問等 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

23人 

（100％） 

0 人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

一般企業（受付事務・一般事務・経理事務・総合職・販売職・営業職・警備職・製造職） 

介護施設（経理事務・介護職員） 

会計事務所 

（就職指導内容） 

履歴書＆エントリーシート作成アドバイス、面接対策、筆記試験講座、企業訪問マナー、

卒業生の講座等に加えインターシップの導入による現場実習を取り入れている。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日商簿記検定３級（平成３１年度合格者数１１名） 

日商簿記検定２級（平成３１年度合格者数１０名） 

全経簿記検定１級（平成３１年度合格者数７名） 

全経コンピュータ会計能力検定１級（平成３１年度合格者数５名） 

全経電卓能力検定１級（平成３１年度合格者数１４名） 

全経計算実務能力検定１級（平成３１年度合格者数３名） 

全経文書処理能力検定（word）２級（平成３１年度合格者数１０名） 

全経所得税法能力検定２級（平成３１年度合格者数１０名） 

全経社会人常識マナー検定２級（平成３１年度合格者数１０名） 

秘書検定準１級（平成３１年度合格者数１名） 

秘書検定準２級（平成３１年度合格者数９名） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  39人 7人 17.9％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・精神疾患の発症・公務員試験合格・家庭の事情・病気のため長期入院 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生との個人面談及び保護者を交えての三者面談の実施 

 

  



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
職業実践専門

課程 

ブライダル学科 

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 1,800 

単位時間／単位 

504 

単位時間

/単位 

288 

単位時間

/単位 

576 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

432 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 44人 0人 3人 6 人 9 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

ホスピタリティ豊かな人間教育を基盤とし、ブライダル・ホテル業界に貢献できる人

材育成を目指す。校内講義とインターンシップ等の現場実習を通して、マルチに活躍

できる知識と技術を身に付ける。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学年末試験、実習の成果、成果物の提出等、履修状況を総合的に勘定して行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業基準：63単位（1800時間）修得 

進級基準：32単位（900時間）修得 

学修支援等 

（概要） 

担任との面談、三者面談 等 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 16 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

16人 

（100％） 

0 人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

ブライダル業界・ホテル業界 他 

（就職指導内容） 

履歴書・エントリーシート作成アドバイス、面接試験・筆記試験対策、卒業生の講座等

に加えてインターンシップの導入による現場実習を取り入れている。 

  



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

WBJ認定ドレスコーディネータ認定試験 100%合格 

サービス接遇検定団体優秀賞受賞 

日本ブライダル文化振興協会（BIA）未来の家族への想いコンクール最優秀賞受賞 

WBJ認定ウェディングプランナー認定試験 100%合格 

その他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  43人 2人 4.7％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生との個人面談及び保護者を交えての三者面談の実施 

 

  



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
職業実践専門

課程 

ブライダル学科 

ﾎﾃﾙﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 1,800 

単位時間／単位 

504 

単位時間

/単位 

288 

単位時間

/単位 

504 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

504 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 44人 0人 3人 6 人 9 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

ホスピタリティ豊かな人間教育を基盤とし、ブライダル・ホテル業界に貢献できる人

材育成を目指す。校内講義とインターンシップ等の現場実習を通して、マルチに活躍

できる知識と技術を身に付ける。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学年末試験、実習の成果、成果物の提出等、履修状況を総合的に勘定して行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業基準：63単位（1800時間）修得 

進級基準：32単位（900時間）修得 

学修支援等 

（概要） 

担任との面談、三者面談 等 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 16 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

16人 

（100％） 

0 人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

ブライダル業界・ホテル業界 他 

（就職指導内容） 

履歴書・エントリーシート作成アドバイス、面接試験・筆記試験対策、卒業生の講座等

に加えてインターンシップの導入による現場実習を取り入れている。 

  



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

WBJ認定ドレスコーディネータ認定試験 100%合格 

サービス接遇検定団体優秀賞受賞 

日本ブライダル文化振興協会（BIA）未来の家族への想いコンクール最優秀賞受賞 

WBJ認定ウェディングプランナー認定試験 100%合格 

その他 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  43人 2人 4.7％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生との個人面談及び保護者を交えての三者面談の実施 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

診療情報

管理学科 
150,000 円 600,000 円 480,000円 

その他（施設設備費 170,000円,

実習費 150,000円,教材費・学校

行事費等 160,000円） 

医療秘書

学科 
150,000 円 600,000 円 480,000円 

その他（施設設備費 170,000円,

実習費 150,000円,教材費・学校

行事費等 160,000円） 

行政情報

学科 
150,000 円 600,000 円 480,000円 

その他（施設設備費 170,000円,

実習費 150,000円,教材費・学校

行事費等 160,000円） 

経営経理

学科 
150,000 円 600,000 円 480,000円 

その他（施設設備費 170,000円,

実習費 150,000円,教材費・学校

行事費等 160,000円） 

ブライダ

ル学科 
150,000 円 600,000 円 480,000円 

その他（施設設備費 170,000円,

実習費 150,000円,教材費・学校

行事費等 160,000円） 

経営情報

学科 
150,000 円 600,000 円 480,000円 

その他（施設設備費 170,000円,

実習費 150,000円,教材費・学校

行事費等 160,000円） 

修学支援（任意記載事項） 

通学支援として定期券半額補助や大型スクールバスの運行、一人暮らし支援、特待制度

による学費等の免除を行っている。 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.mito.ac.jp/disclosure/pdf/2017_business02.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校法人八文字学園水戸経理専門学校は、学校評価に関する県警法令等に基づき、学

校関係者評価委員会を設置し、学校関係者評価の結果を踏まえ、学校関係者と連携・

協力し、教育水準の向上、学校運営の改善、強化に取り組んでいる。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

小川 哲（大関税務会計事務所 公

認会計士・税理士） 

平成 30 年 11月 1日～ 

令和 5年 10月 31日 

企業等委員 

篠原 勉（篠原税理士事務所 所長） 平成 30 年 11月 1日～ 

令和 5年 10月 31日 

企業等委員 

藤田卓也（株式会社 フジタビジネ

スマシンズ 代表取締役） 

平成 30 年 11月 1日～ 

令和 5年 10月 31日 

企業等委員 

二川泰久（株式会社 日東 代表取

締役社長） 

平成 30 年 11月 1日～ 

令和 5年 10月 31日 

企業等委員 



  

大部 昇（サンライト旅行合同会社 

相談役） 

平成 30 年 11月 1日～ 

令和 5年 10月 31日 

企業等委員 

田中邦彦（カメラのタナカ 店主） 平成 30 年 11月 1日～ 

令和 5年 10月 31日 

企業等委員 

山本浩二（社会保険労務士） 平成 30 年 11月 1日～ 

令和 5年 10月 31日 

地域住民 

山辺 太（水戸商工会議所） 平成 30 年 11月 1日～ 

令和 5年 10月 31日 

卒業生 

吉田 剛（茨城ヨコハマタイヤ） 平成 30 年 11月 1日～ 

令和 5年 10月 31日 

卒業生 

 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.mito.ac.jp/disclosure/pdf/2017_business03.pdf 

 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.mito.ac.jp/business/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請の場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 水戸経理専門学校 

設置者名 学校法人 八文字学園 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
人 人 人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 人 人  

第Ⅱ区分 人 人  

第Ⅲ区分 人 人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  人 

合計（年間）   人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 人 

 

 

 



  

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
人 人 人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

人 人 人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
人 人 人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
人 人 人 

計 人 人 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 人 前半期 人 後半期 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 人 

３月以上の停学 人 

年間計 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 人 

訓告 人 

年間計 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

人 人 人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 人 人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
人 人 人 

計 人 人 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 



資料 3の添付資料 

客観的な指標に基づく成績の分布を示す資料 

 

令和元年度 

客観的な指標の算出方法 

履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を算出（100点満点で点数化） 

学科名 診療情報管理学科 学年 1 学生数 5 

成績の分布 

指標の 

数値 
～50点 51～60点 61～70点 71～80点 81～90点 91～100点 

人数 0 0 0 1 2 2 

下位１／４に該当する人数 2人 

下位１／４に該当する指標の数値 88点以下 

 

令和元年度 

客観的な指標の算出方法 

履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を算出（100点満点で点数化） 

学科名 医療秘書学科 学年 1 学生数 43 

成績の分布 

指標の 

数値 
～50点 51～60点 61～70点 71～80点 81～90点 91～100点 

人数 0 1 3 8 13 18 

下位１／４に該当する人数 11人 

下位１／４に該当する指標の数値 78点以下 

 

令和元年度 

客観的な指標の算出方法 

履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を算出（100点満点で点数化） 

学科名 行政情報 学年 1 学生数 6 

成績の分布 

指標の 

数値 
～50点 51～60点 61～70点 71～80点 81～90点 91～100点 

人数 0 0 2 2 2 0 

下位１／４に該当する人数 2人 

下位１／４に該当する指標の数値 70点以下 



令和元年度 

客観的な指標の算出方法 

履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を算出（100点満点で点数化） 

学科名 経営経理学科 学年 1 学生数 8 

成績の分布 

指標の 

数値 
～50点 51～60点 61～70点 71～80点 81～90点 91～100点 

人数 0 1 1 2 1 3 

下位１／４に該当する人数 2人 

下位１／４に該当する指標の数値 70点以下 

 

令和元年度 

客観的な指標の算出方法 

履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を算出（100点満点で点数化） 

学科名 ブライダル学科 学年 1 学生数 24 

成績の分布 

指標の 

数値 
～50点 51～60点 61～70点 71～80点 81～90点 91～100点 

人数 0 1 0 7 14 2 

下位１／４に該当する人数 6人 

下位１／４に該当する指標の数値 75点以下 

 



実務経験のある教員等による授業科目一覧 

＜診療情報管理学科＞ 

科目名 担当者名 単位時間 

医療事務Ⅰ 富岡直子・福島美織 216 

医療事務Ⅱ 富岡直子・福島美織 216 

医療関連法規Ⅰ 富岡直子 72 

医療関連法規Ⅱ 富岡直子 72 

医事コンピュータ演習 福島美織 36 

情報処理論Ⅰ 渡辺修身 18 

情報処理論Ⅱ 渡辺修身 18 

医療事務Ⅲ 橋本裕美・小沼春香 180 

医療事務Ⅳ 橋本裕美・小沼春香 138 

医療関連法規Ⅲ 富岡直子 72 

薬理学Ⅰ 上田久美子 18 

薬理学Ⅱ 上田久美子 18 

電子カルテⅠ 橋本裕美 36 

電子カルテⅡ 橋本裕美 18 

メディカルマナーⅠ 橋本裕美・小沼春香 36 

メディカルマナーⅡ 橋本裕美・小沼春香 18 

基礎・専門演習 渡辺修身 18 

人体構造・機能論 武島玲子 12 

臨床医学総論（外傷学、先天異常等を含む） 武島玲子 12 

臨床医学各論Ⅰ（感染症および寄生虫症） 武島玲子 12 

臨床医学各論Ⅱ（新生物） 武島玲子 12 

臨床医学各論Ⅲ（血液・代謝・内分泌等） 武島玲子 12 

臨床医学各論Ⅳ（神経・脳神経・感覚器系等） 平井康仁 12 

臨床医学各論Ⅴ（循環器・呼吸器系） 武島玲子 12 

臨床医学各論Ⅵ（消化器・泌尿器系） 武島玲子 12 

臨床医学各論（周産期系） 平井康仁 12 

臨床医学各論（皮膚・筋骨格系等） 武島玲子 12 

医学・医療用語 武島玲子 12 

医療管理総論 鈴木清隆 12 

医療管理各論Ⅰ（病院管理） 鈴木清隆 12 

医療管理各論Ⅱ（医療保険・介護保険制度） 鈴木清隆 12 

医療管理各論Ⅲ（医療安全・医療の質管理） 鈴木清隆 12 



科目名 担当者名 単位時間 

保健医療情報学 中村洋一 12 

医療統計Ⅰ（統計理論） 中村洋一 12 

医療統計Ⅱ（病院統計・疾病統計） 中村洋一 12 

診療情報管理Ⅰ（法令・諸規則） 鈴木清隆 12 

診療情報管理Ⅱ（診療情報管理士の実務） 鈴木清隆 12 

診療情報管理Ⅲ（ＤＰＣ・医師事務作業補助者・

がん登録の実務） 

鈴木清隆 12 

診療情報管理演習  渡辺修身 54 

診療情報管理演習Ⅰ  渡辺修身 116 

診療情報管理演習Ⅱ  渡辺修身 116 

国際統計分類演習Ⅰ  渡辺修身 116 

国際統計分類演習Ⅱ  渡辺修身 116 

医学概論 武島玲子 12 

国際統計分類Ⅰ 鈴木清隆 12 

国際統計分類Ⅱ 鈴木清隆 12 

病院実習 渡辺修身 60 

単位時間総数 2066 

 

  



＜医療秘書学科＞ 

科目名 担当者名 単位時間 

医療事務Ⅰ 富岡直子・福島美織 216 

医療事務Ⅱ 富岡直子・福島美織 216 

医療関連法規Ⅰ 富岡直子 72 

医療関連法規Ⅱ 富岡直子 72 

医事コンピュータ演習 福島美織 36 

情報処理論Ⅰ 渡辺修身 18 

情報処理論Ⅱ 渡辺修身 18 

介護学Ⅰ 菅谷正樹 54 

介護学Ⅱ 菅谷正樹 36 

医療事務Ⅲ 橋本裕美・小沼春香 180 

医療事務Ⅳ 橋本裕美・小沼春香 138 

医療関連法規Ⅲ 富岡直子 72 

電子カルテⅠ 橋本裕美 36 

電子カルテⅡ 橋本裕美 18 

メディカルマナーⅠ 橋本裕美・小沼春香 36 

メディカルマナーⅡ 橋本裕美・小沼春香 18 

薬理学Ⅰ 上田久美子 18 

薬理学Ⅱ 上田久美子 18 

単位時間総数 1272 

 

  



＜経営経理学科＞ 

科目名 担当者名 単位時間 

職業実践（ビジネス演習） 柴田穂積 36 

簿記Ⅱ－２ 藤田忠彦 51 

簿記Ⅱ演習－２ 藤田忠彦 33 

経理実務計算Ⅰ（税法概論） 藤田忠彦 30 

職業実践（ビジネス論） 山下京子 36 

税法概論Ⅲ 藤田忠彦 18 

税法概論Ⅳ 藤田忠彦 18 

単位時間総数 222 

 

  



＜ブライダル学科＞ 

科目名 担当者名 単位時間 

ブライダル総論Ⅰ 永山由紀子 72 

ブライダル実務Ⅰ 株式会社アトラクティブ 片根啓史 36 

イベントプロデュース実習Ⅰ 有限会社ファインサービス 赤津剛司 36 

イベントプロデュース実習Ⅱ 株式会社アクティブ 中島芳彦 36 

ドレス総論Ⅰ 永山由紀子 36 

ドレス総論Ⅱ マレアナ 桂木由記 36 

単位時間総数 252 

 

 

 



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

(  80 %） ( 5 %） （ 10 %） ( 5 %）

( %） 【 】

出版社 ソラスト

事前・事後学習
[復習]授業で行った練習問題や書き方プリント等をよく見返し、わからないことは次の授業のときに
確認する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 ニチイ学館 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 12時間 外来症例問題演習

到達目標
医療費算定上の数多くの規則を理解し、外来カルテ例題を基に医療費を算定し、手書きによる外来
レセプトの作成ができるようになる。

使用テキスト

書名 診療点数早見表 書名 サポートブック

書名 ハンドブック 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 医学通信社

在宅医療

10 18時間 画像診断

11 12時間 リハビリテーション・精神科専門療法・放射線治療

8 10時間 麻酔

9 30時間 検査・病理診断

3 20時間 注射

単位

授業概要
診療行為ごとに算定の基となる診療報酬点数表の正しい解釈の仕方、診療報酬明細書の記載方
法を学ぶ。理解度を計るために、随時、症例カルテ（外来）を使用し、問題演習を行う。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 30時間 レセプト上書きの書き方・初診料・再診料

6 20時間 処置

7 20時間 手術・輸血

4 10時間 医学管理等

5 10時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 216 単位数 4

2 24時間 投薬

学　科 診療情報管理学科 学　年 1 年

科目名
医療事務Ⅰ 富岡　直子／福島　美織

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

(  75 %） ( 5 %） (  10 %） ( 5 %）

( 5 %） 【 】

事前・事後学習
[復習]授業で行った演習問題や過去問題等をよく見返し、わからないことは次の授業のときに確認
する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

ニチイ学館 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他 診療報酬請求事務能力認定試験

到達目標
医療費算定上の数多くの規則を理解し、入院カルテ例題を基に医療費を算定し、手書きによる入院
レセプトの作成ができるようになる。診療報酬請求事務能力認定試験、医療事務技能審査試験（メ
ディカルクラーク）に合格するための知識が身に付く。

使用テキスト

書名 診療点数早見表 書名 サポートブック

著者 著者

出版社 医学通信社 出版社 ソラスト

書名 ハンドブック 書名

著者 著者

出版社

10

11

12

7 40時間 医療事務技能審査試験（メディカルクラーク）過去問題演習

8

9

授業概要

入院算定の基となる診療報酬点数表の正しい解釈の仕方、診療報酬明細書の記載方法を学ぶ。
理解度を計るために、随時、症例カルテ（入院）を使用し、問題演習を行う。
カルテからレセプトの点検を行い、決まりに従ったレセプトの訂正方法を学ぶ。医療事務員としての
窓口対応の仕方を学ぶ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 28時間 入院料等

2 2時間 食事療養

3 40時間 入院症例問題演習

4 76時間 診療報酬請求事務能力認定試験過去問題演習

5 8時間 レセプト点検の仕方・訂正要領

6 22時間 窓口対応

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 216 単位数 4 単位

学　科 診療情報管理学科 学　年 1 年

科目名
医療事務Ⅱ 富岡　直子／福島　美織

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 85 %） ( 10 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社

事前・事後学習 [復習]授業中に書いたノート（ファイル）をよく見返し、わからないことは次の授業のときに確認する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標

・医療法、医療保険制度、公費負担医療制度、介護保険制度など、様々な医療に関わる法律につ
いての内容　を理解することができる
・診療報酬請求事務能力認定試験｢学科試験｣の知識が身に付く
・医療事務技能審査試験｢学科｣の知識が身に付く

使用テキスト

書名 医事関連法の完全知識2019年版 書名

書名 書名

著者 著者

著者 安藤英雄・望月稔之・並木洋・小笠原一志 著者

出版社 医学通信社

保険給付（入院時食事療養費・入院時生活療養費）

10

11

8 7時間 保険給付（保険外併用療養費）

9 12時間 保険給付（療養費の支給）

3 10時間 社会保険制度・医療保険制度

単位

授業概要

医療法、医療保険制度、公費負担医療制度、介護保険制度などの医療に関わる様々な法律・制度
の基礎的内容を学習していく。医療機関の窓口業務を行う上で保険制度の内容は熟知しておかな
ければならず、医療事務の資格試験においても必須科目となるため、きちんと理解し、身につけて
おく必要がある。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 12時間 医療法

6 9時間 保険給付（高額療養費）

7 3時間 保険給付（長期高額療養費）

4 8時間 保険給付（療養の給付）

5 5時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 72 単位数 3

2 6時間 病院の組織・医療従事者

学　科 診療情報管理学科 学　年 1 年

科目名
医療関連法規Ⅰ 富岡　直子

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 85 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( 5 %） 【 】

出版社

検定結果

事前・事後学習 [復習]授業中に書いたノート（ファイル）をよく見返し、わからないことは次の授業のときに確認する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標

・医療法、医療保険制度、公費負担医療制度、介護保険制度など、様々な医療に関わる法律につ
いての内容　を理解することができる
・診療報酬請求事務能力認定試験｢学科試験｣の知識が身に付く
・医療事務技能審査試験｢学科｣の知識が身に付く

使用テキスト

書名 医事関連法の完全知識2019年版 書名

書名 書名

著者 著者

著者 安藤英雄・望月稔之・並木洋・小笠原一志 著者

出版社 医学通信社

医事コンピュータ学科対策演習

10

11

8 5時間 労災保険

9 7時間 医療事務技能審査試験対策演習

3 5時間 後期高齢者医療制度

単位

授業概要

医療法、医療保険制度、公費負担医療制度、介護保険制度などの医療に関わる様々な法律・制度
の基礎的内容を学習していく。医療機関の窓口業務を行う上で保険制度の内容は熟知しておかな
ければならず、医療事務の資格試験においても必須科目となるため、きちんと理解し、身につけて
おく必要がある。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 3時間 保険給付（給付の制限）

6 6時間 介護保険制度

7 14時間 診療報酬請求事務能力認定試験対策演習

4 15時間 公費負担医療制度

5 10時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 72 単位数 3

2 7時間 任意継続被保険者・第三者行為

学　科 診療情報管理学科 学　年 1 年

科目名
医療関連法規Ⅱ 富岡　直子

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

出版社

医事コンピュータ技能検定試験2級

事前・事後学習
[復習]授業で入力した演習問題や過去問題等を見直し、必要に応じて朝や放課後の時間を利用し
て再度入力練習を行う。不明点は必ず質問する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標
医事ソフトウェアを活用した医療費算定と会計処理、レセプト作成ができるようになる。医事コン
ピュータ技能検定試験2級に合格するための知識と技術が身に付く。

使用テキスト

書名 カルテ例題集 書名

書名 書名

著者 著者

著者 ケアアンドコミュニケーション編 著者

出版社 ケアアンドコミュニケーション

医事コンピュータ技能検定試験2級過去問題入力演習

10

11

8

9

3 7時間 入院カルテ問題入力演習

単位

授業概要
教育用医事ソフトを使用し例題カルテを基に入力演習を行う。患者情報登録、病名登録、診療行為
入力を行い、医療費の請求、診療報酬明細書作成の実務を学ぶ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 医事ソフトの操作方法について

6

7

4 3時間 伝票からの入力演習

5 16時間

授業形態 実習 開講期 後期 授業時数 36 単位数 1

2 9時間 外来カルテ問題入力演習

学　科 診療情報管理学科 学　年 1 年

科目名
医事コンピュータ演習 福島　美織

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( %） ( 5 %） ( %）

( 15 %） 【 】模擬問題正答率

事前・事後学習
テキストを中心に講義形式で行う。事前にテキストの熟読が必要となる。
前期後半より、過去問題を使用し、実力テストを実施する。誤解答問題の復習が必要となる。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標

医事コンピュータ技能検定試験2級(コンピュータ関連知識分野)合格を目指す。
高度情報通信社会と保健医療分野の情報化が理解できる。
コンピュータとネットワーク(LAN、WANの基礎知識)が理解できる。
医療情報システムの基礎知識(保健医療情報システム、国の施策)が理解できる。

使用テキスト

書名 改訂医事コンピュータ関連知識

書名 書名

著者 著者

著者 医療秘書教育全国協議会

出版社 ㈱建帛社

データベースの概要

10

11

8 4時間 過去問題演習(4回分)及び解説・解答

9

3 2時間 インターネットの概要と活用方法(プロトコル、ＩＰアドレス、クラウド、ウイルス対策等)

単位

授業概要

   現在、病院や診療所等ほとんどの医療機関おいて、「情報化」への対応は大きな課題になってい
る。「情報技術を活用した今後の望ましい医療の方向性」「電子カルテやレセプト電算処理システム
の普及目標と達成年次」が示された。しかしながら、国や医療機関においては情報化に向けた「新
たな課題」が次々と明らかになり、まだ時間がかかる状況である。このような変化に対応できる人材の
育成は急務であり、その担い手として専門学校生にかかる期待は大きい。そのため、医療機関が求
める能力を持った人材の育成を目標とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 2時間 コンピュータシステムの処理形態(データ処理方式、業務処理方式)

6 2時間 基本的なファイルの種類と保存形式

7 2時間 保健医療情報システムの概要

4 2時間 アプリケーションソフト(表計算)の基本操作

5 2時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 18 単位数 1

2 2時間 ネットワークの概要(LAN、WAN、MANの構成要素、接続方法等)

学　科 診療情報管理学科 学　年 1 年

科目名
情報処理論Ⅰ 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目 有 元SEとしてプログラム開発に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( %） ( %） ( %）

( 20 %） 【 】模擬問題正答率15％、検定試験結果5％

事前・事後学習
テキストを中心に講義形式で行う。事前にテキストの熟読が必要となる。
前期後半より、過去問題を使用し実力テストを実施する。誤解答問題の復習が必要となる。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標

医事コンピュータ技能検定試験2級(コンピュータ関連知識分野)合格を目指す。
高度情報通信社会と保健医療分野の情報化が理解できる。
コンピュータとネットワーク(LAN、WANの基礎知識)が理解できる。
医療情報システムの基礎知識(保健医療情報システム、国の施策)が理解できる。

使用テキスト

書名 改訂医事コンピュータ関連知識

書名 書名

著者 著者

著者 医療秘書教育全国協議会

出版社 ㈱建帛社

10

11

8

9

3 3時間 期末試験に向けた復習

単位

授業概要

   現在、病院や診療所等ほとんどの医療機関おいて、「情報化」への対応は大きな課題になってい
る。「情報技術を活用した今後の望ましい医療の方向性」「電子カルテやレセプト電算処理システム
の普及目標と達成年次」が示された。しかしながら、国や医療機関においては情報化に向けた「新
たな課題」が次々と明らかになり、まだ時間がかかる状況である。このような変化に対応できる人材の
育成は急務であり、その担い手として専門学校生にかかる期待は大きい。そのため、医療機関が求
める能力を持った人材の育成を目標とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 14時間 過去問題演習及び解説・解答

6

7

4

5

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 18 単位数 1

2 1時間 検定後の解説・解答

学　科 診療情報管理学科 学　年 1 年

科目名
情報処理論Ⅱ 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目 有 元SEとしてプログラム開発に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

出版社 （株）ソラスト

事前・事後学習 間違った箇所については再度確認・訂正し、点数算定について理解すること。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 医学通信社 出版社 社会保険研究所

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標
１．迅速、正確に医療費の算定ができ、レセプトを手書きで作成することができる。
2．診療報酬請求事務能力認定試験「学科試験」「実技試験」の知識と技能が身に付く。
3.　更に応用力を身に付け、現場で活かすことができる。

使用テキスト

書名 診療点数早見表 書名 医科サポートブック

書名
診療報酬請求事務能力認定試験
受験対策と予想問題集 書名

診療報酬請求事務能力認定試験
最新問題と受験対策

著者 小野　章 著者 鈴木　俊一

著者 清水　尊 著者 （株）ソラスト

出版社 医学通信社

社会保険研究所カルテ症例より更に応力を身につける（入院・応用編）

10

11

8

9

3 15時間 医療費計算のルールについて、点数表を読み取る力をつける（学科）

単位

授業概要

わが国の医療費、レセプト（診療報酬明細書）の件数は年々増加し、診療報酬請求事務に従事する
者の責任もますます増大となっています。そこで、医療事務の重要な業務の一つである請求事務
は、専門知識が必要であり、迅速・正確な処理が要求されます。この授業では、１年次に引き続き、
様々な症例のカルテの算定を行い、１年次の履修内容に正確さと迅速さを高め、知識を深めていき
ます。そして現場でその知識を発揮することができるよう、また医療事務の資格を取得できるよう、合
格を目指して対策授業を行っていきます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 20時間 様々な病院基準に応じた外来症例をもとにレセプトを作成（基本編）

6 50時間 診療報酬請求事務能力認定試験対策/過去問題より正確さと迅速さを身につける（実技）

7 15時間 診療報酬請求事務能力認定試験対策/過去k問題より点数表を読み取る力をつける（学科）

4 30時間 社会保険研究所カルテ症例より更に応力を身につける（外来・応用編）

5 30時間

授業形態 講義 開講期 通年 授業時数 180 単位数 4

2 20時間 様々な病院基準に応じた入院症例をもとにレセプトを作成（基本編）

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
医療事務Ⅲ 橋本　裕美／小沼　春香

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

出版社 （株）ソラスト

事前・事後学習 間違った箇所については再度確認・訂正し、点数算定について理解すること。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 医学通信社 出版社 社会保険研究所

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標
１．迅速、正確に医療費の算定ができ、レセプトを手書きで作成することができる。
2．診療報酬請求事務能力認定試験「学科試験」「実技試験」の知識と技能が身に付く。
3.　更に応用力を身に付け、現場で活かすことができる。

使用テキスト

書名 診療点数早見表 書名 医科サポートブック

書名
診療報酬請求事務能力認定試験
受験対策と予想問題集 書名

診療報酬請求事務能力認定試験
最新問題と受験対策

著者 小野　章 著者 鈴木　俊一

著者 清水　尊 著者 （株）ソラスト

出版社 医学通信社

10

11

8

9

3 30時間 文章形式/点数表を読み取る力を継続させる

単位

授業概要

わが国の医療費、レセプト（診療報酬明細書）の件数は年々増加し、診療報酬請求事務に従事する
者の責任もますます増大となっています。そこで、医療事務の重要な業務の一つである請求事務
は、専門知識が必要であり、迅速・正確な処理が要求されます。この授業では、１年次に引き続き、
様々な症例のカルテの算定を行い、１年次の履修内容に正確さと迅速さを高め、知識を深めていき
ます。そして現場でその知識を発揮することができるよう、また医療事務の資格を取得できるよう、合
格を目指して対策授業を行っていきます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 40時間 インターンシップに向け、算定・レセプトチェック力を身につける（外来）

6

7

4 28時間 レセプト算定総まとめ

5

授業形態 講義 開講期 通年 授業時数 138 単位数 4

2 40時間 インターンシップに向け、算定・レセプトチェック力を身につける（入院）

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
医療事務Ⅳ 橋本　裕美／小沼　春香

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( 10 %） 【 】

出版社 東京三の丸出版

検定結果

事前・事後学習 授業内で使用したプリントを読み返し、理解を深めることが重要である

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標
・医療秘書技能検定試験2級の法規分野の知識が身に付く
・診療報酬請求事務能力認定試験の学科分野の知識が身に付く
・窓口業務で必要とされる知識の理解

使用テキスト

書名 医療関連法規 書名 公費負担

書名 書名

著者 著者

著者 医療秘書教育全国協議会 著者 日本医療教育財団

出版社 建帛社

診療報酬請求事務能力認定試験の学科対策

10

11

8

9

3 5時間 地方自治体の助成制度

単位

授業概要
医療関連法規Ⅰ及びⅡで学習した知識を更に深めるために、労働者災害補償保険法や自動車損
害賠償保障法、地方自治体の助成制度について学ぶ。また、病院実習や内定実習に備え、窓口業
務で必要とされる知識の理解を深めていく。各種検定試験の学科分野の対策。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 7時間 労働者災害補償保険法

6 15時間 窓口業務の知識

7

4 30時間 医療秘書2級の学科対策

5 10時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 72 単位数 3

2 5時間 自動車損害賠償保障法

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
医療関連法規　Ⅲ 富岡　直子

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

(100 %） ( %） ( %） ( %）

( %） 【 】

出版社

事前・事後学習

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標
医療の専門用語を理解し、医療現場で実践に役立つようにできること
薬理用語や生理学用語を理解し、「なぜ、薬は効くの？」を理解する

使用テキスト

書名 わかりやすい薬理学 書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 ヌーヴェル・ヒロカワ

抗炎症薬

10

11

8

9

3 3時間 中枢神経系の作用薬

単位

授業概要
薬剤についての基礎的な知識（剤型、作用、副作用等）及び効能・効果について学ぶことを目的と
する

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 3時間 薬理学の概念

6 3時間 呼吸器系作用薬

7

4 3時間 心臓・血管作用薬

5 3時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 18 単位数 1

2 3時間 末梢神経系の作用薬

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
薬理学Ⅰ 上田　久美子

実務経験のある教員等による授業科目 有 薬剤師

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

(100 %） ( %） ( %） ( %）

( %） 【 】

出版社

事前・事後学習

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標
医療の専門用語を理解し、医療現場で実践に役立つようにできること
薬理用語や生理学用語を理解し、「なぜ、薬は効くの？」を理解する

使用テキスト

書名 わかりやすい薬理学 書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 ヌーヴェル・ヒロカワ

漢方薬

10

11

8

9

3 3時間 抗感染症薬

単位

授業概要
各疾患に処方される薬剤について、保険請求上必要な、診療報酬明細書の点検に対応できる知識
を習得することを目的とする

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 3時間 消化器系作用薬

6 3時間 まとめ（保険請求時の点検）

7

4 3時間 抗悪性腫瘍薬

5 3時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 18 単位数 1

2 3時間 ホルモン系、生殖器系作用薬

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
薬理学Ⅱ 上田　久美子

実務経験のある教員等による授業科目 有 薬剤師

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

出版社

電子カルテ実技検定試験

事前・事後学習 入力操作が苦手な学生は入力練習を各自行う事。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標
１．　電子カルテシステムとは何か？システムの概要が身に付く。
２．　医師事務作業補助者としての知識・技能が身に付く。
３．　電子カルテシステムを活用し、カルテの作成から会計までの処理ができる。

使用テキスト

書名 「Ｃ＆Ｃ電子カルテシステムⅡ/操作テキスト」 書名

書名 書名

著者 著者

著者 ケアアンドコミュニケーション編 著者

出版社 ケアアンドコミュニケーション

10

11

8

9

3 5時間 治療内容の入力の仕方

単位

授業概要

医療事務の分野では、窓口会計業務・レセプト作成などコンピュータが利用されています。ここ数年
の間には、診療情報の管理もコンピュータが利用されており、従来、紙であったカルテが電子化され
診療情報をコンピュータに入力し、保存・管理できる電子カルテシステムが進んでいます。総合病院
などでは、国の政策により電子カルテの導入が義務化されており、診療所などへの普及も進んでい
ます。医事コンピュータの演習に続き、電子カルテシステムについての知識を得ることで、医療機関
のスタッフとして活躍できる能力と幅を広げてゆくことができます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 6時間 電子カルテシステムについて説明/テキストインデックス/操作説明

6

7

4 15時間 様々な症例より実際にカルテを作成する

5

授業形態 実技 開講期 通年 授業時数 36 単位数 1

2 10時間 医師と患者の診察内容から主訴・所見・評価・計画の分け方を学ぶ/操作練習

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
電子カルテⅠ 橋本　裕美

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

出版社

電子カルテ実技検定試験

事前・事後学習 入力操作が苦手な学生は入力練習を各自行う事。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標
１．　電子カルテシステムとは何か？システムの概要が身に付く。
２．　医師事務作業補助者としての知識・技能が身に付く。
３．　電子カルテシステムを活用し、カルテの作成から会計までの処理ができる。

使用テキスト

書名 「Ｃ＆Ｃ電子カルテシステムⅡ/操作テキスト」 書名

書名 書名

著者 著者

著者 ケアアンドコミュニケーション編 著者

出版社 ケアアンドコミュニケーション

10

11

8

9

3

単位

授業概要

医療事務の分野では、窓口会計業務・レセプト作成などコンピュータが利用されています。ここ数年
の間には、診療情報の管理もコンピュータが利用されており、従来、紙であったカルテが電子化され
診療情報をコンピュータに入力し、保存・管理できる電子カルテシステムが進んでいます。総合病院
などでは、国の政策により電子カルテの導入が義務化されており、診療所などへの普及も進んでい
ます。医事コンピュータの演習に続き、電子カルテシステムについての知識を得ることで、医療機関
のスタッフとして活躍できる能力と幅を広げてゆくことができます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 10時間 入力代行者としてサポートできるよう入力の技術を上げる

6

7

4

5

授業形態 実技 開講期 通年 授業時数 18 単位数 1

2 8時間 診療内容よりカルテ作成/総まとめ

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
電子カルテⅡ 橋本　裕美

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

出版社

ホスピタルコンシェルジュ3級試験

事前・事後学習 病院実習・病院研修でも役立てられるよう、言葉遣い等のマナーを意識して取り組む

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標

１．接遇の基本的要素である「挨拶」「表情」「態度」「言葉遣い」「身だしなみ」を理解し身につける。
２．医療現場における相手の立場に立った応対ができるようになる。
３．ホスピタルコンシェルジュ３級に合格するための知識を習得する。
４．ビジネスマナー・日本人としての基本的なマナーを理解し実践できるようになる。

使用テキスト

書名
医療事務スタッフのための
ケア・コミュニケーション

書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 ウィネット

10

11

8

9

3 16時間 窓口対応、言葉遣い等をロールプレイングを通して学ぶ

単位

授業概要
就職に必要な基本的マナーを身につける。
また、ビジネスで必要なマナーの習得を目指すとともに、日本人としてのマナーを学び、古来より受
け継がれている習わしや美徳を実感し身につける。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 10時間 病院実習・就職に向けて、言葉遣い、病院マナーについて学ぶ

6

7

4

5

授業形態 講義 開講期 通年 授業時数 36 単位数 2

2 10時間 現場での指導の受け方、心構えについて

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
メディカルマナーⅠ 橋本　裕美／小沼　春香

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

出版社

ホスピタルコンシェルジュ3級試験

事前・事後学習 病院実習・病院研修でも役立てられるよう、言葉遣い等のマナーを意識して取り組む

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標

１．接遇の基本的要素である「挨拶」「表情」「態度」「言葉遣い」「身だしなみ」を理解し身につける。
２．医療現場における相手の立場に立った応対ができるようになる。
３．ホスピタルコンシェルジュ３級に合格するための知識を習得する。
４．ビジネスマナー・日本人としての基本的なマナーを理解し実践できるようになる。

使用テキスト

書名
医療事務スタッフのための
ケア・コミュニケーション

書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 ウィネット

10

11

8

9

3 6時間 ホスピタルコンシェルジュ模擬試験

単位

授業概要
就職に必要な基本的マナーを身につける。
また、ビジネスで必要なマナーの習得を目指すとともに、日本人としてのマナーを学び、古来より受
け継がれている習わしや美徳を実感し身につける。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 6時間 ホスピタルコンシェルジュ試験対策（知識/学科）

6

7

4

5

授業形態 講義 開講期 通年 授業時数 18 単位数 1

2 6時間 ホスピタルコンシェルジュ試験対策（実技/学科）

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
メディカルマナーⅡ 橋本　裕美／小沼　春香

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習 診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 ㈱日本病院共済会 出版社 ㈱日本病院共済会

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標 診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

診療情報管理Ⅰ(周産期系)問題演習

10

11

8

9

3 2時間 診療情報管理Ⅰ(循環器・呼吸器系)問題演習

単位

授業概要

   診療情報管理士認定試験合格に向け、「基礎・医学編」「専門・診療情報管理編」において講義
が終了した各章の問題演習を行う。内容として、診療情報管理士教育問題集を中心に設問を解く。
解答できなかった箇所についてはテキストに立ち返り、各章・各項目を再確認しながら知識を深め
る。
   また、認定試験の出題形式（五者択一方式）も含めた小テストを実施し、理解度をデータ化し、重
点学習箇所を明確にすることを本授業の目的とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 2時間 診療情報管理Ⅰ(新生物)問題演習

6 6時間 診療情報管理Ⅲ(医療統計Ⅰ)問題演習

7 2時間 診療情報管理Ⅲ(医療統計Ⅱ)問題演習

4 2時間 診療情報管理Ⅰ(消化器・泌尿器系)問題演習

5 2時間

授業形態 演習 開講期 後期 授業時数 18 単位数 1

2 2時間 診療情報管理Ⅰ(血液・代謝・内分泌等)問題演習

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
基礎・専門演習 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関診療情報管理業務に従事



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 上肢、下肢の骨と筋肉

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

呼吸器の構造と機能

10 1時間 泌尿器の構造と機能（腎臓、膀胱）

11 1時間 泌尿器の構造と機能（生殖器系）

8 1時間 消化器の構造と機能（食道、胃・十二指腸、小腸・大腸）

9 1時間 消化器の構造と機能（肝臓、胆嚢、膵臓、腹膜）

3 1時間 組織（膜、結合、支持、血液、体液）とは

単位

授業概要

   ここでは、人体の基本的仕組みを系統的に理解すること（解剖学、組織学）と、その働き（生理学）
を学び、生命の「いとなみ」の基本を理解することを目的とする。そのためには器官、臓器の構成要
素が、どのような細胞・組織から成り立ち、いかに他の器官と連携を持ち、機能的にどのような連携
作業をして、人体としてのいとなみに関わっているのかを理解する。
　 これらの知識は、診療記録に記載されている内容の基本的な人体の部位、診断名の理解に必須
である。また、疾病の機序や病態の理解、さらには実際に行われる治療手段の理解にも役立つ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 細胞の仕組み

6 1時間 循環器の構造と機能（心臓）

7 1時間 循環器の構造と機能（脈管）

4 1時間 器官について

5 1時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 組織（神経、筋、上皮、腺）とは

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
人体構造・機能論 武島　玲子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／元大学教授



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 損傷、中毒、その他の外因の影響(薬用を主としない物質の毒作用)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

先天奇形、変形及び染色体異常(呼吸器系、唇裂及び口蓋裂)

10 1時間 損傷、中毒、その他の外因の影響(各部位の損傷)

11 1時間 損傷、中毒、その他の外因の影響(薬物、薬剤及び生物学的製剤による中毒)

8 1時間 先天奇形、変形及び染色体異常(染色体異常、他に分類されないもの)

9 1時間 損傷、中毒、その他の外因の影響(軟部組織の損傷)

3 1時間 先天奇形、変形及び染色体異常(神経系、眼、耳、顔面及び頚部)

単位

授業概要

   医学は人体の仕組みを明らかにし、病気の原因、病態、診断、治療、予防、予後などについて研
究する学問であり、基礎医学と臨床医学に分かれている。両者は渾然一体になって人類の福祉に
貢献している。診断は一般的に問診、理学的診察、一般検査（基本検査）、特殊検査法（超音波検
査、CT、MRI、内視鏡等）から成り立っている。治療法では非侵襲的治療と侵襲的治療、あるいは原
因療法、対症療法などがある。
   なお、先天性疾患、外因的傷病等を含む。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 病気になる原因(健康と疾病、疾病の原因、病気による組織・臓器の病理変化)

6 1時間 先天奇形、変形及び染色体異常(消化器系、生殖器)

7 1時間 先天奇形、変形及び染色体異常(腎尿路系、筋骨格系)

4 1時間 先天奇形、変形及び染色体異常(呼吸器系の先天奇形

5 1時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 病気になる原因(病気の診断、検査所見、治療の方針)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
臨床医学総論(外傷学、先天異常等を含む) 武島　玲子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／元大学教授



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 ぜん<蠕>虫症 、シラミ症、ダニ症およびその他の動物寄生症

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

クラミジアによるその他の疾患、リケッチア症

10 1時間 ヒト免疫不全ウイルス[HIV]病、その他のウイルス疾患

11 1時間 真菌症、原虫疾患

8 1時間 皮膚および粘膜病変を特徴とするウイルス感染症、

9 1時間 ウイルス肝炎

3 1時間 主として性的伝播様式をたどる感染症

単位

授業概要

   臨床医学各論では、原因別、部位別等に分類されている各疾患について、その分類の意味とそ
の原因、症状、所見、診断根拠、治療法などの概要を理解し、疾病の適切なICDコーディングにつ
ながる基礎知識を習得することを目的とする。
   ここでは、感染症の原因となる細菌ウイルスなどについての知識を修得し、各感染症の特徴、症
状・所見、診断法、治療等の知識を深め、感染症患者の各種診療記録の内容を理解できることを目
指す。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 腸管感染症、結核

6 1時間 中枢神経系のウイルス感染

7 1時間 節足動物媒介ウイルス熱およびウイルス性出血熱

4 1時間 その他のスピロヘータ疾患

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 人畜共通細菌性疾患、その他の細菌性疾患

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
臨床医学各論Ⅰ(感染症および寄生虫症) 武島　玲子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／元大学教授



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 上皮内新生物、良性新生物発生の仕組み

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

皮膚、中皮および軟部組織に発生する新生物

10 1時間 甲状腺およびその他の内分泌腺に発生する新生物

11 1時間 リンパ組織、造血組織および関連組織に発生する新生物

8 1時間 腎尿路に発生する新生物

9 1時間 眼、脳および中枢神経系のその他の部位に発生する新生物

3 1時間 呼吸器および胸腔内臓器に発生する新生物

単位

授業概要

　 新生物（腫瘍）は身体のすべての臓器・組織に発生する疾患として、全診療科で扱われる重要な
疾患群である。したがって、新生物の分類、診断法、治療法は、その性質、発生部位等から多岐に
わたる。
　 ここでは、新生物の発生組織・臓器、良性・悪性、原発性・続発性・転移性等新生物の概要を理
解するとともに、わが国における主要な新生物を中心に、新生物の多彩な診断法、治療法を学び、
適切なICD分類に結びつく基本的知識を習得することを目的とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 口唇、口腔および咽頭に発生する新生物

6 1時間 乳房、女性生殖器に発生する新生物

7 1時間 男性生殖器に発生する新生物

4 1時間 骨および関節軟骨に発生する新生物

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 消化器に発生する新生物

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
臨床医学各論Ⅱ（新生物） 武島　玲子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／元大学教授



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 内分泌、栄養および代謝疾患（代謝障害)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害(免疫機構の障害 )

10 1時間 内分泌、栄養および代謝疾患（その他の栄養欠乏症)

11 1時間 内分泌、栄養および代謝疾患（肥満（症）およびその他の過栄養<過剰摂食>)

8 1時間 内分泌、栄養および代謝疾患（その他の内分泌腺障害)

9 1時間 内分泌、栄養および代謝疾患（栄養失調（症）)

3 1時間 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害(凝固障害、紫斑病およびその他の出血性病態)

単位

授業概要

   血液・造血器、栄養・代謝、内分泌系等の障害により、病態が全身に関わる疾患について、それら
の特徴と症状・所見、診断法、治療法等を学ぶことを目的とする。
   膠原病、リウマチ疾患については、ICD分類上は主に循環器疾患や結合識疾患として分類されて
いるが、重要な全身疾患群としてこの項で基本的知識を習得する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害(栄養性貧血、溶血性貧血）

6 1時間 内分泌、栄養および代謝疾患（甲状腺障害)

7 1時間 内分泌、栄養および代謝疾患（糖尿病、その他のグルコース調節および膵内分泌障害)

4 1時間 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害(血液および造血器のその他の疾患)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害(無形成性貧血およびその他の貧血)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
臨床医学各論Ⅲ（血液・代謝・内分泌等） 武島　玲子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／元大学教授



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 耳及び乳突器の疾患

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

心理的発達障害、小児〈児童〉期および青年期に通常発症する行動および情緒の障害

10 1時間 脳性麻痺およびその他の麻痺性症候群、神経系のその他の障害

11 1時間 眼および付属器の疾患

8 1時間 挿間性および発作性障害、神経、神経根および神経叢の障害

9 1時間 多発性ニューロパチーおよびその他の末梢神経障害、神経筋接合部および筋の疾患

3 1時間 神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害、生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群 

単位

授業概要

   各論Ⅳ以降は、主として部位別、臓器別疾病分類となっている。各疾病について、その特徴、症
状・所見、診断法、治療法の概要を学び、各種診療記録の記載などを理解し、適切な病歴診断名
につなげる知識の習得を目的とする。
   ここでは、脳と神経系の疾患、眼、耳、精神および行動の障害などの感覚系疾患について学ぶ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 症状性を含む器質性精神障害 、精神作用物質使用による精神および行動の障害

6 1時間 中枢神経系の炎症性疾患、主に中枢神経を障害する系統萎縮症

7 1時間 錐体外路障害および異常運動、神経系のその他の変性疾患、中枢神経系の脱髄疾患

4 1時間 成人のパーソナリティおよび行動の障害、知的障害〈精神遅滞〉

5 1時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 統合失調症、統合失調症型障害および妄想性障害、気分[感情]障害

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
臨床医学各論Ⅳ（精神・脳神経・感覚器系等） 平井　康仁

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／産業医



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 呼吸器系の疾患(呼吸器系のその他の疾患)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

循環器系の疾患(脳血管疾患、動脈、細動脈および毛細血管の疾患)

10 1時間 呼吸器系の疾患(主として間質を障害するその他の呼吸器疾)

11 1時間 呼吸器系の疾患(下気道の化膿性および壊死性病態、胸膜のその他の疾患)

8 1時間 呼吸器系の疾患(その他の急性下気道感染症、上気道のその他の疾患)

9 1時間 呼吸器系の疾患(慢性下気道疾患、外的因子による肺疾患)

3 1時間 循環器系の疾患(循環器系のその他および詳細不明の障害、虚血性心疾患)

単位

授業概要
   ここでは、生命の維持に関わる呼吸器・循環器系の疾病について、その特徴、症状・所見、診断
法、治療法の概要を学び、各種診療記録の記載などを理解し、適切な病歴診断名につなげる知識
の習得を目的とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 循環器系の疾患(急性リウマチ熱、慢性リウマチ性心疾患）

6 1時間 循環器系の疾患(静脈、リンパ管およびリンパ節の疾患、他に分類されないもの)

7 1時間 呼吸器系の疾患(急性上気道感染症、インフルエンザおよび肺炎)

4 1時間 循環器系の疾患(肺性心疾患および肺循環疾患、その他の型の心疾患)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 循環器系の疾患(循環器系の先天奇形、高血圧性疾患)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
臨床医学各論Ⅴ(循環器・呼吸器系) 武島　玲子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／元大学教授



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 腎尿路生殖器系の疾患(女性骨盤臓器の炎症性疾患、女性生殖器の非炎症性障害)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

消化器系の疾患(腹膜の疾患 、肝疾患)

10 1時間 腎尿路生殖器系の疾患(尿路系のその他の疾患、男性生殖器の疾患)

11 1時間 腎尿路生殖器系の疾患(乳房の障害)

8 1時間 腎尿路生殖器系の疾患(腎尿細管間質性疾患、腎不全)

9 1時間 腎尿路生殖器系の疾患(尿路結石症、腎および尿管のその他の障害)

3 1時間 消化器系の疾患(虫垂の疾患、ヘルニア)

単位

授業概要
   ここでは、腹部に位置する各種臓器（消化器系、泌尿器系）疾病について、その特徴、症状・所
見、診断法、治療法の概要を学び、各種診療記録の記載などを理解し、適切な病歴診断名につな
げる知識の習得を目的とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 消化器系の疾患(口腔、唾液腺および顎の疾患)

6 1時間 消化器系の疾患(胆のう、胆管および膵の障害、消化器系のその他の疾患)

7 1時間 腎尿路生殖器系の疾患(糸球体疾患)

4 1時間 消化器系の疾患(非感染性腸炎および非感染性大腸炎、腸のその他の疾患)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 消化器系の疾患(食道、胃および十二指腸の疾患)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
臨床医学各論Ⅵ（消化器・泌尿器系） 武島　玲子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／元大学教授



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 周産期に発生した病態(胎児および新生児の外皮、体温調節、その他の障害)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

妊娠、分娩および産褥(分娩の合併症)

10 1時間 周産期に発生した病態(胎児および新生児の消化器系障害)

11 1時間 周産期に発生した病態(胎児および新生児の内分泌障害)

8 1時間 周産期に発生した病態(妊娠期間および胎児発育に関する障害、出産外傷)

9 1時間 周産期に発生した病態(特異的な呼吸障害・血管障害、感染症)

3 1時間 妊娠、分娩および産褥(主として妊娠に関するその他の母体障害)

単位

授業概要

   ここでは、周産期疾患について、その特徴、症状・所見、診断法、治療法の概要を学び、各種診
療記録の記載などを理解し、適切な病歴診断名につなげる知識の習得を目的とする。
   また、妊娠の成立から母体の変化、胎児の発育、分娩までの基本を学び、さらに、周産期の障害
と感染症、胎児・新生児に関わる障害などを理解し、ICD分類との関係を把握することを目的とす
る。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 妊娠、分娩および産褥(流産に終わった妊娠)

6 1時間 妊娠、分娩および産褥(分娩、主として産褥に関連する合併症)

7 1時間 周産期に発生した病態(母体側要因ならびに妊娠および分娩の合併症により影響を受けた胎児及び新生児)

4 1時間 妊娠、分娩および産褥(胎児・羊膜腔に関連する母体ケアならびに予想される分娩の諸問題)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 妊娠、分娩および産褥(妊娠、分娩および産褥における浮腫、蛋白尿および高血圧障害)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
臨床医学各論(周産期系) 平井　康仁

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／産業医



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 筋骨格系の疾患(骨障害および軟骨障害)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

皮膚および皮下組織の疾患(皮膚付属器の障害)

10 1時間 筋骨格系の疾患(変形性脊椎障害)

11 1時間 筋骨格系の疾患(軟部組織障害)

8 1時間 筋骨格系の疾患(関節障害)

9 1時間 筋骨格系の疾患(全身性結合組織障害)

3 1時間 皮膚および皮下組織の疾患(丘疹落屑<鱗屑>性障害 、蕁麻疹および紅斑)

単位

授業概要
   ここでは、身体の形態、運動器に関わる骨、筋肉、関節、皮膚などの疾患について、その特徴、症
状・所見、診断法、治療法の概要を学び、各種診療記録の記載などを理解し、適切な病歴診断名
につなげる知識の習得を目的とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 皮膚および皮下組織の疾患(皮膚および皮下組織の感染症)

6 1時間 皮膚および皮下組織の疾患(皮膚および皮下組織のその他の障害)

7 1時間 皮膚および皮下組織の疾患(皮膚のその他の悪性新生物)

4 1時間 皮膚および皮下組織の疾患(皮膚および皮下組織の放射線非電離および電離に関連する障害)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 皮膚および皮下組織の疾患(水疱症、皮膚炎および湿疹)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
臨床医学各論(皮膚・筋骨格系等) 武島　玲子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／元大学教授



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 医療用語(診療情報管理・診療記録)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅱ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

用語集(感覚器、骨格系)

10 1時間 医療用語(医療行為・業務)

11 1時間 医療用語(疾病・病態)

8 1時間 医療用語(医学・医療、医療職)

9 1時間 医療用語(医療機関・施設)

3 1時間 用語集(消化器、泌尿器生殖器)

単位

授業概要

   診療記録に記載されている内容を理解し、専門分野におけるコミュニケーションに対応していくた
めには、日常使われている医学用語の知識が必須である。診療記録、各種医学書には、日本語以
外の記述も見られるが、一定の基本を理解すれば、さほど難解なものではない。ここでは、人体の構
造・機能、症状、診断名、医療行為などの必要な専門用語を修得し、診療記録を適切に理解できる
ことを目的とする。また、医療用語はチーム医療の要となる診療録に記載されることの多い、よく使用
される略語を含む医療用語を中心に理解することを目的とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 医学用語(造語の基本、主な接頭語、主な接尾語、用語の基本駅な考え方)

6 1時間 用語集(皮膚・感染・寄生虫、精神医学)

7 1時間 用語集(乳腺、妊娠・分娩・周産期)

4 1時間 用語集(代謝・内分泌、神経)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 用語集(循環器、呼吸器)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
医学・医療用語 武島　玲子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／元大学教授



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 医療関連の法規定（個人情報の保護に関する法律と指針(ガイドライン))

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

医療関連の法規定（医療と保健衛生活動に関する法規)

10 1時間 医療関連の法規定（災害時に適用される法規、職員に関する法規)

11 1時間 医療関連の法規定（がん対策基本法・がん対策推進基本計画(2次))

8 1時間 医療関連の法規定（その他、病院の医療活動に関係する主な法規)

9 1時間 医療関連の法規定（健康に関する主な法規、感染症法、医薬品に関する法規)

3 1時間 医療の需要と供給(人口の推移、医療需要・医療供給、顕在需要と潜在需要)

単位

授業概要

   医療の成立における社会資源の必要性を理解し、医療関連職種である「人的資源」、医療施設や
設備、薬剤、医療資材などの「物的資源」、医療の経済的基盤である医療保険制度を中心とした「財
的資源」を具体的に理解する。医療の需要と供給の関係は、患者と医師の人間関係の理解のうえに
成り立っており、基盤となる社会体制における基本的事項の理解が必要である。そこで、わが国の
医療提供システムの特徴を知り、特徴的なわが国の医療保険制度を理解し、医療の実務に対応す
るするための知識を充実させることが主な目的である。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 医療資源(物的資源、人的資源、財的資源、情報資源)

6 1時間 医療関連の法規定（社会保障や保健及び福祉に関する法規)

7 1時間 医療関連の法規定（医療費支払い保険制度に関する法規)

4 1時間 地域医療（医療供給体制）（地域医療、医療の提供構造、医療計画)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 日本の医療制度(医療保障、医療制度の詳細、国民医療費の現状と将来)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
医療管理総論 鈴木　清隆

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 医療機関事務長／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 チーム医療(チーム医療の推進)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

医療管理(医療技術部門・診療協力部門・コメディカル部門)

10 1時間 医療管理(労働安全衛生・環境衛生管理部門、ハウスキーピング部門）

11 1時間 チーム医療(チーム医療とは、チーム医療の主な活動)

8 1時間 医療管理(ライン機能事務部門)

9 1時間 医療管理(施設・機器維持管理部門)

3 1時間 医療管理(診療部門)

単位

授業概要

   病院を的確に維持、運営していく上で重要な、病院の経営管理をはじめとする基礎的な知識を身
につけることが目的である。まず、病院という組織が、その使命を達成するために、そしてそれを維
持していくためには、しっかりとした経営管理が必要であり、その組織が医療機関としての機能を果
たすためには、様々な医療の専門職を有効に結びつけるための医療管理が必要である。特に近年
では、高度化、複雑化する医療の在り方が問われ、チーム医療を中心とした多職種協働の医療供
給体制が注目されている。これらのことを十分に理解しておく必要がある。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 病院の経営管理(病院経営管理、プロセス（工程）とは、組織と機能、管理と組織)

6 1時間 医療管理(教育研究部門、診療情報管理部門)

7 1時間 医療管理(スタッフ機能事務部門)

4 1時間 医療管理(看護部門)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 病院の経営管理(財務・経営管理、人事・労務管理、施設管理)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
医療管理各論Ⅰ(病院管理） 鈴木　清隆

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 医療機関事務長／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 介護保険制度の概要(介護報酬の請求)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

医療保険制度(診療報酬の請求について)

10 1時間 わが国の診断群分類(DPCと包括評価)

11 1時間 介護保険制度の概要(介護保険制度の仕組み)

8 1時間 わが国の診断群分類(わが国の診断群分類誕生の背景)

9 1時間 わが国の診断群分類(DPC)

3 1時間 医療保険制度(わが国の医療保険制度)

単位

授業概要

   わが国の国民皆保険制度を維持していくには、国民総医療費の抑制も含めた医療制度改革が求
められ、特に診療報酬制度については、DPC制度導入をはじめ、大きな変化が続いている。ここで
は、まず、社会保険制度としての医療保険・介護保険を理解し、診療報酬制度および診療報酬請
求業務までを学ぶ。これまでの出来高請求から、診断群分類（MDC）を活用した包括評価請求ま
で、診療報酬請求業務全般を知ることを通して、診療情報管理の重要性への理解を深めたい。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 医療保険制度(医療保険の種類と保険給付・保険外給付)

6 1時間 わが国の診断群分類(ケースミックス区分法と診断群分類)

7 1時間 わが国の診断群分類(ケースミックス区分法と診断群分類)

4 1時間 医療保険制度(保険診療と医療費の支払いの仕組み)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 医療保険制度(医療保険の種類と保険給付・保険外給付)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
医療管理各論Ⅱ(医療保険・介護保険制度) 鈴木　清隆

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 医療機関事務長／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 診療情報管理における診療報酬請求データの活用(診療情報管理データと医事会計データ)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

医療の質管理(医療の質と保証)

10 1時間 診療情報管理における診療報酬請求データの活用(診療情報管理にけるデータの活用)

11 1時間 診療情報管理における診療報酬請求データの活用(電子カルテデータ、オーダデータと医事会計データ)

8 1時間 医療の質管理(医療の質の評価と公表)

9 1時間 診療情報管理における診療報酬請求データの活用(医療マーケティング)

3 1時間 医療安全（ヒューマンエラー）

単位

授業概要

   医療事故を未然に防止すること、事故後の適切な対応が医療安全活動の本質といわれ、2015年
に始まった医療事故調査制度は医療の安全を確保するために医療事故の原因究明と再発防止を
行うことを目的としている。さらには、DPC/DPDSやNDBなどの診療報酬請求制度におけるデータの
活用は、医療の質や経営の質のみならず病院の将来を決定する計画策定のための重要な指標とな
る。診療情報管理業務が拡大するなかで、必要な基礎知識を深め、その対応力を備えることを目的
としている。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 医療安全（医療安全概論）

6 1時間 医療の質管理(チーム医療にける診療情報共有)

7 1時間 医療の質管理(医療の質マネジメントシステム)

4 1時間 医療安全（医療事故と医療過誤、医事紛争）

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 医療安全（医療におけるリスクマネジメント）

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
医療管理各論Ⅲ(医療安全・医療の質管理） 鈴木　清隆

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 医療機関事務長／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 保健医療の情報化のこれから

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

オーダエントリーシステム、電子カルテシステム、地域医療情報システム

10 1時間 診療情報の安全管理、医療情報システムにおけるセキュリティ対策

11 1時間 医療情報の安全管理に関するガイドライン、医療情報システムの安全管理

8 1時間 医療情報の標準化(標準化の枠組み、医療情報の伝送・交換のための標準化)　

9 1時間 医療情報の標準化(医療情報分野における用語・コードの標準化、ICD対応標準病名マスター)

3 1時間 保健医療の情報化政策の歴史と関連法規、今後の方向性

単位

授業概要

   ICTの進展は、社会を変革しつつある。保健医療分野についても同様であり、この分野へのICTの
応用、すなわち保健医療の情報化がもたらした効果は、きわめて大きいものがある。今世紀に入り、
診療情報の電子化はますます進展し、医療機関内の情報化から地域医療の情報化へ、また、医療
のみならず保健・医療・介護・福祉分野間のICTによる情報的連携が実現しつつある。ここでは、保
健医療情報の情報科学的認識、保健医療の情報化の動向、医療情報システムの実際、医療情報
の標準化の動向、診療情報のセキュリティ管理、個人情報保護の方法などについて学習する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 情報の概念、保健医療情報学とは、保健医療情報学と診療情報管理士

6 1時間 データウェアハウス、医療ビッグデータ、治験、次世代医療基盤法の成立

7 1時間 個人が管理する保健医療記録(HRとPHR、実装の動向)

4 1時間 医療情報システムとは、病院情報システム概論、部門の業務を支える情報システム

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 医療情報と診療情報、診療情報の種類と特性、診療情報の一次利用と二次利用

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
保健医療情報学 中村　洋一

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元大学教授／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 2つの量的変量の関係

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

統計学的推測の基礎(母集団と標本の考え方、母集団の特徴に関する記述)

10 1時間 仮説検定にともなう2種類の誤り

11 1時間 よく使う検定手法(2群の平均値の差の検定、割合の差の検定)

8 1時間 統計学的仮説検定（統計的仮説検定の考え方)

9 1時間 統計学的仮説検定（統計的仮説検定の手順)

3 1時間 データの要約(分散のばらつきを示す散布度)

単位

授業概要

   医療における意思決定は診療情報に基づいて行われる。診療情報管理士は、診療記録の管理
だけでなく、診療記録に含まれる診療情報を活用し、医療施設、医療職、患者、さらには医療政策
を支援し、医療の質の向上に寄与することが求められている。そこで、医療統計Ⅰでは診療情報を
活用するための基礎として統計処理の基礎知識、根拠に基づいた医療、データ処理の実際を学
び、診療情報管理士に求められる診療情報のクォリティマネジメントの考え方を身につけることを目
的とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 統計的方法(変数の種類)

6 1時間 統計学的推測の基礎(正規分布)

7 1時間 統計学的推測の基礎(母平均と区間推定)

4 1時間 データの要約(記述統計量の使い分け)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 データの要約(記述統計学の方法、度数分布表とヒストグラム、分布の中心を表す代表値）

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
医療統計Ⅰ（統計理論） 中村　洋一

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元大学教授／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 臨床研究の主な手法と医学系研究に関する倫理指針(人を対象とする医学系研究に関する倫理指針)

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

病院の統計資料(主な統計調査と評価指標)

10 1時間 臨床研究の主な手法と医学系研究に関する倫理指針(コホート研究と症例対照研究)

11 1時間 臨床研究の主な手法と医学系研究に関する倫理指針(コホート研究と症例対照研究)

8 1時間 病院の統計資料(経営管理指標)

9 1時間 病院の統計資料(経営管理指標)

3 1時間 データのグラフ表現(各種のグラフとその用途)

単位

授業概要

   前章では統計の理論を学んだことに続いて、この章では具体的に求められる成果を解説し、診療
情報管理士が病院統計および疾病統計の知識を身につけることを目的とする。まず、情報化の手
段として基本的なグラフ表現と実際に求められる病院統計の手法を学ぶ他、単なるテクニックな面に
終わることなく、データを扱う上での研究方法や倫理についても学ぶ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 データのグラフ表現(データの視覚化)

6 1時間 病院の統計資料(主な医療評価指標)

7 1時間 病院の統計資料(主な医療評価指標)

4 1時間 病院の統計資料(病院統計の作成とその意義)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 データのグラフ表現(各種のグラフとその用途)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
医療統計Ⅱ（病院統計・疾病統計） 中村　洋一

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元大学教授／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

診療情報の守秘に関する法規、個人情報の保護に関する法規

10 1時間 診療記録の記載方法、診療録の基本的な記載事項、診療記録の種類

11

8 1時間 診療情報の提供等に関する指針

9 2時間 診療情報の記載方法(POS、フォーカスチャーティング、クリニカルパス)

3 1時間 診療記録の記載と保存についての法規、診療記録の電子化に関する法規

単位

授業概要

   診療情報管理を実施するための基礎として診療情報の重要性を理解し、診療情報を適切に取り
扱い、責任ある情報管理を行う能力を身につける。ここでは診療情報管理の意義と役割について系
統的に学習するとともに、診療情報管理に関わる法令や諸規則を含め、診療情報の記録方法が機
能的にどのような構成やルールをとっているかについて学ぶ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 用語の定義、診療記録の価値、診療情報管理の役割

6 1時間 医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイドライン

7 1時間 個人情報保護法と厚生労働省のガイドラインに基づく病院の対応

4 1時間 診療情報の提示に関する法規、医療事故にともなう法的責任

5 1時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 12 単位数 1

2 2時間 診療記録のツール、諸外国における診療情報管理、わが国における診療情報管理

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
診療情報管理Ⅰ（法令・諸規則） 鈴木　清隆

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 医療機関事務長／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 診療情報管理室、診療情報管理委員会、適切なコーディングに関する委員会

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅳ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

診療情報を提供する業務

10 1時間 患者への診療情報の提供

11 1時間 医療の質の評価、医療安全管理、チーム医療、病院経営

8 1時間 電子カルテの運用、電子カルテに記載する場所の明確化

9 1時間 院内職員への情報提供、院外への情報提供、医療機能情報の提供制度

3 1時間 診療情報を体系的・一元的に管理する業務、診療情報を安全に管理する業務

単位

授業概要
   診療情報管理士の専門性について理解し、医療に貢献する診療情報管理を実践していくための
能力の基礎を身につける。診療情報管理を実施する場で容易に想起され、応用可能な基礎知識を
習得する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 診療情報管理士とは何か、診療情報管理士の業務指針

6 1時間 ナンバリング(番号法)、ナンバリング(保管法)、診療記録の保存期間と保存方法

7 1時間 パージング(インアクティブファイルへの移行)、紙カルテの管理方法、紙カルテの記録内容の点検

4 1時間 診療情報を点検する業務、診療情報を有効に活用する業務

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 診療情報管理士に求められる資質（知識と技能、視点)

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
診療情報管理Ⅱ（診療情報管理士の実務） 鈴木　清隆

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 医療機関事務長／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 レセプト情報・特定健診等情報データベース（NDB)について

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅳ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

病院指標の公開と診療情報管理士

10 1時間 医師事務作業補助者と診療情報管理士の関わり

11 1時間 わが国のがん対策とがん登録

8 1時間 医師事務作業補助者の業務と体制

9 1時間 医師事務作業補助者の業務と体制

3 1時間 影響調査（基礎調査）と診療情報管理士

単位

授業概要
   前章（Ⅰ）と（Ⅱ）に続いて、ここでは、診療情報管理士が実務として関わることが非常に多い、
DPC業務や医師事務作業補助者業務、がん登録業務等について、実際に実務上求められることを
踏まえて、実務者の視点から学習する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 DPCと診療情報管理士（診療情報管理部門）との関わり

6 1時間 データ精度と診療情報管理士

7 1時間 DPCデータの活用

4 1時間 DPCと影響調査(基礎調査)　

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 DPCと診療情報管理士（診療情報管理部門）との関わり

学　科 診療情報管理学科 学　年 2 年

科目名
診療情報管理Ⅲ(DPC・医師事務作業補助者・がん登録の実務） 鈴木　清隆

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 医療機関事務長／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習 診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標 診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅳ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

精神及び行動の障害のコーディング演習

10

11

8 6時間 耳及び乳様突起の疾患のコーディング演習

9 6時間 十分な理解が得られなかった科目の補講及び問題演習

3 6時間 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害のコーディング演習

単位

授業概要
   3年次同期に学習する「国際統計分類Ⅱ」に対するコーディング演習を行う。また、2年次までに履
修した科目において、期末試験等を鑑み、十分な理解が得られなかった科目の補講も行う。
   1年後の診療情報管理士認定試験に、合格で切るだけの基礎的知識の習得を目指す。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 6時間 感染症及び寄生虫症のーディング演習

6 6時間 神経系の疾患のコーディング演習

7 6時間 眼及び付属期の疾患のコーディング演習

4 6時間 内分泌、栄養及び代謝疾患のコーディング演習

5 6時間

授業形態 演習 開講期 前期 授業時数 54 単位数 1

2 6時間 新生物のコーディング及びM分類の演習

学　科 診療情報管理学科 学　年 3 年

科目名
診療情報管理演習 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関診療情報管理業務に従事



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習 診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 ㈱日本病院共済会 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 8時間 総合演習

到達目標
   ２年次に履修した科目領域について、前期中に60％以上の理解度を達成することとし、認定試験
で合格レベルの点数を確保できる能力を醸成する。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅳ 書名

著者 一般社団法人日本病院会 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

保健医療情報学の問題演習

10 10時間 診療情報管理(DPC・医師事務作業補助者・がん登録の実務)の問題演習

11 10時間 国際統計分類の問題演習

8 10時間 診療情報管理Ⅰ(法令・諸規則)の問題演習

9 10時間 診療情報管理(診療情報管理士の実務)の問題演習

3 10時間 医療管理各論Ⅱ(医療保険・介護保険制度)の問題演習

単位

授業概要

   診療情報管理士教育問題集を中心に設問を解きながら、テキストに立ち返り各章・各項目を再確
認しながら知識を深める。また覚える点をチェックし明確にするとともに、常に正答率60％以上を目
指す。
   基本的には自己学習が中心であるが、質問・疑義については担当教員に聞き、理解することとし
ます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 8時間 医療管理総論の問題演習

6 10時間 医療統計Ⅰ(統計理論)の問題演習

7 10時間 医療統計Ⅱ(病因統計・疾病統計)の問題演習

4 10時間 医療管理各論Ⅲ(医療安全・医療の質管理)の問題演習

5 10時間

授業形態 演習 開講期 前期 授業時数 116 単位数 2

2 10時間 医療管理各論Ⅰ(病院管理)の問題演習

学　科 診療情報管理学科 学　年 3 年

科目名
診療情報管理演習Ⅰ 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関診療情報管理業務に従事



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習 診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 ㈱日本病院共済会 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 8時間 総合演習

到達目標
   ２年次に履修した科目領域について、前期中に70％以上の理解度を達成することとし、認定試験
で合格レベルの点数を確保できる能力を醸成する。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅲ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅳ 書名

著者 一般社団法人日本病院会 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

保健医療情報学の問題演習

10 10時間 診療情報管理(DPC・医師事務作業補助者・がん登録の実務)の問題演習

11 10時間 国際統計分類の問題演習

8 10時間 診療情報管理Ⅰ(法令・諸規則)の問題演習

9 10時間 診療情報管理(診療情報管理士の実務)の問題演習

3 10時間 医療管理各論Ⅱ(医療保険・介護保険制度)の問題演習

単位

授業概要

   診療情報管理士教育問題集を中心に設問を解きながら、テキストに立ち返り各章・各項目を再確
認しながら知識を深める。また覚える点をチェックし明確にするとともに、常に正答率70％以上を目
指す。
   基本的には自己学習が中心であるが、質問・疑義については担当教員に聞き、理解することとし
ます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 8時間 医療管理総論の問題演習

6 10時間 医療統計Ⅰ(統計理論)の問題演習

7 10時間 医療統計Ⅱ(病因統計・疾病統計)の問題演習

4 10時間 医療管理各論Ⅲ(医療安全・医療の質管理)の問題演習

5 10時間

授業形態 演習 開講期 後期 授業時数 116 単位数 2

2 10時間 医療管理各論Ⅰ(病院管理)の問題演習

学　科 診療情報管理学科 学　年 3 年

科目名
診療情報管理演習Ⅱ 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関診療情報管理業務に従事



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習 診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 10時間 損傷、中毒及びその他の外因の影響による疾患のコーディング

到達目標
   ２年次に履修した科目領域について、前期中に60％以上の理解度を達成することとし、認定試験
で合格レベルの点数を確保できる能力を醸成する。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅳ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

筋骨格系及び結合組織疾患のコーディング演習

10 10時間 症状、徴候及び異常所見・異常検査所見で他に分類されない疾患のコーディング演習

11 8時間 健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用に関するコーディング演習

8 10時間 周産期に発生した病態のコーディング演習

9 10時間 先天奇形、変形及び染色体異常のコーディング演習

3 10時間 消化器系疾患のコーディング演習

単位

授業概要

   診療情報管理士教育問題集を中心に設問を解きながら、テキストに立ち返り各章・各項目を再確
認しながら知識を深める。また覚える点をチェックし明確にするとともに、常に正答率60％以上を目
指す。
   基本的には自己学習が中心であるが、質問・疑義については担当教員に聞き、理解することとし
ます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 10時間 循環器系疾患のコーディング演習

6 10時間 腎尿路・生殖器系疾患のコーディング演習

7 10時間 妊娠・分娩及び産褥期のコーディング演習

4 8時間 皮膚及び皮下組織疾患のコーディング演習

5 10時間

授業形態 演習 開講期 前期 授業時数 116 単位数 2

2 10時間 呼吸器系疾患のコーディング演習

学　科 診療情報管理学科 学　年 3 年

科目名
国際統計分類演習Ⅰ 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関診療情報管理業務に従事



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習 診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 10時間 損傷、中毒及びその他の外因の影響による疾患サマリー(退院時要約)問題演習

到達目標
   ２年次に履修した科目領域について、前期中に70％以上の理解度を達成することとし、認定試験
で合格レベルの点数を確保できる能力を醸成する。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅳ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

消化器系疾患のサマリー(退院時要約)問題演習

10 8時間 症状、徴候及び異常所見・異常検査所見で他に分類されない疾患のサマリー(退院時要約)問題演習

11 8時間 健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用に関するサマリー(退院時要約)問題演習

8 10時間 妊娠・分娩及び産褥期のサマリー(退院時要約)問題演習

9 10時間 周産期に発生した病態のサマリー(退院時要約)問題演習

3 10時間 循環器系疾患のサマリー(退院時要約)問題演習

単位

授業概要

   診療情報管理士教育問題集を中心に設問を解きながら、テキストに立ち返り各章・各項目を再確
認しながら知識を深める。また覚える点をチェックし明確にするとともに、常に正答率70％以上を目
指す。
   基本的には自己学習が中心であるが、質問・疑義については担当教員に聞き、理解することとし
ます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 10時間 新生物のサマリー(退院時要約)問題演習

6 10時間 皮膚及び皮下組織疾患のサマリー(退院時要約)問題演習

7 10時間 筋骨格系及び結合組織疾患のサマリー(退院時要約)問題演習

4 10時間 呼吸器系疾患のサマリー(退院時要約)問題演習

5 10時間

授業形態 演習 開講期 後期 授業時数 116 単位数 2

2 10時間 精神および行動異常のサマリー(退院時要約)問題演習

学　科 診療情報管理学科 学　年 3 年

科目名
国際統計分類演習Ⅱ 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関診療情報管理業務に従事



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 包括医療（保健・医療・福祉）

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（基礎科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト　診療情報管理Ⅰ 書名 診療情報管理士教育用問題集　基礎・医学編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

診療情報提供

10 1時間 医療関連法規

11 1時間 地域保健と公衆衛生（地域保健の組織と活動）

8 1時間 医療制度

9 1時間 医療関連法規

3 1時間 医の倫理

単位

授業概要

   医学を社会的に適用さえ初めて医療が成り立つものである。したがって、医学と医療に関する歴
史的変遷を知ったうえで、医療の現状を理解することを目的とした。また、医療成立の原則と、医の
倫理に関して理解を深める必要がある。一方、医療は母体となる社会構造（社会資源）を基礎として
成立っている。したがって、社会保障制度の枠組みである「所得保障」、「医療保障」、「公衆衛生」、
「社会福祉」の原則と実態を知り、社会の規範である関連法規の知識を得て、医療の社会的役割を
総合的に理解する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 医学と医療（医学・医療の概念）

6 1時間 社会保障制度

7 1時間 医療制度

4 1時間 脳死と臓器移植

5 1時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 医学と医療（医学と医療の歴史）

学　科 診療情報管理学科 学　年 3 年

科目名
医学概論 武島　玲子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 臨床医／元大学教授



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 ICDを用いるうえでの注意点

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅳ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

国際統計分類ファミリー（WHO-FIC)の概念と構想

10 1時間 主要病態のコーディングと再選択ルール

11 1時間 診断群分類（DPC)における国際疾病分類（ICD)の利用

8 1時間 原死因の選択ルール

9 1時間 主要病態のコーディングと再選択ルール

3 1時間 国際疾病分類（ICD)の現状

単位

授業概要

（1）わが国の人口動態統計のしくみと意義を理解する。
（2）国際疾病分類（ICD)についての理解を深め、その歴史と現状の状況を理解する。
（3）国際統計分類群（ファミリー）に属するその他の分類体系についての理解を深め、健康情報に
     関する幅広いコード体系についての意義と問題点を理解する
（4）わが国に導入されているDPC/PDPS制度におけるICDの利用について理解する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 わが国の人口動態統計

6 1時間 国際統計分類ファミリーに含まれる分類

7 1時間 原死因の選択ルール

4 1時間 国際疾病分類（ICD)の構造

5 1時間

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 国際疾病分類（ICD)の歴史

学　科 診療情報管理学科 学　年 3 年

科目名
国際統計分類Ⅰ 鈴木　清隆

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 医療機関事務長／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 90 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

出版社 ㈱日本病院共済会

事前・事後学習
診療情報管理士教育問題集を使用し、問題を解くことにより理解を深め、実践を積む。
模擬試験を実施し、各自の学習方法、学習重点箇所を浮き彫りにする。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12 1時間 現死因コーディング

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（専門科目）
診療情報管理士認定試験合格を目標とする。

使用テキスト

書名 診療情報管理士テキスト 診療情報管理Ⅳ 書名 診療情報管理士教育用問題集 専門・診療情報管理編

書名 書名

著者 著者

著者 一般社団法人日本病院会 著者 一般社団法人日本病院会診療情報管理士教育委員会

出版社 ㈱日本病院共済会

各章の分類体系およびその特徴と留意事項の理解(消化器、皮膚・皮下組織、筋骨格)

10 1時間 各章の分類体系およびその特徴と留意事項の理解(健康サービス)

11 1時間 退院時要約や死亡診断書などによる総合学習

8 1時間 各章の分類体系およびその特徴と留意事項の理解(異常所見)

9 1時間 各章の分類体系およびその特徴と留意事項の理解(損傷・中毒)

3 1時間 各章の分類体系およびその特徴と留意事項の理解(精神、神経、眼、耳)

単位

授業概要

   人体構造（解剖生理）、医学各論等で学習した知識を生かし、国際統計分類Ⅰの学習と関連付け
ながら、ICD-10の各章に沿った疾病分類体系を学習し、その特徴を踏まえて統計として正しい分類
ができるよう理解を深める。また、退院時要約や死亡診断書等を用いて診療記録の記載内容を把握
し、主傷病等の診断名および原死因の統計上必要な分類コードを正確に選択できる知識を習得す
る。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 各章の分類体系およびその特徴と留意事項の理解(感染症及び寄生虫症、新生物)

6 1時間 各章の分類体系およびその特徴と留意事項の理解(腎尿路、妊娠・分娩)

7 1時間 各章の分類体系およびその特徴と留意事項の理解(周産期、先天奇形・染色体異常)

4 1時間 各章の分類体系およびその特徴と留意事項の理解(循環器、呼吸器)

5 1時間

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 12 単位数 1

2 1時間 各章の分類体系およびその特徴と留意事項の理解(血液・造血器、内分泌)

学　科 診療情報管理学科 学　年 3 年

科目名
国際統計分類Ⅱ 鈴木　清隆

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等 医療機関事務長／診療情報管理士



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( %） ( %） ( %） ( %）

( 100 %） 【 】

出版社

実習先評価表、実習日誌記載評価

事前・事後学習
実習先医療機関の情報を事前に調査する。
実習事後は実習日誌の記載を日々行い、課題の改善に努める。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

12

到達目標
*診療情報管理士認定試験受験資格取得必須科目（病院実習）
診療情報管理士として、最低限必要な知識の習得と、理解不十分な知識・実技の課題に洗い出し
を目的とする。

使用テキスト

書名 書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社

10

11

8

9

3 1～60時間 患者情報等、守秘義務が厳守できる。

単位

授業概要

   病院の基本的機能の理解、入院および外来診療録の具体的管理状況の理解、診療録管理部門
の病院内で果たしている機能の理解、疾病統計・サマリー等がどのようなものかを具体的に理解す
る。
   診療録の量的・質的点検の方法および編綴の実習、記録の収納、検索、貸出業務を実習する。
傷病名、手術・処置等のコーディングの補助業務を実習する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1～60時間 上記実習概要を実施し、業務の把握を目標とする。

6

7

4 1～60時間 実習記載においては客観的に評価できる記載とする。

5

授業形態 実習・実技 開講期 前期 授業時数 60 単位数 2

2 1～60時間 社会人として必要な挨拶、報告、連絡、相談等、基本的な事項が実践できる。

学　科 診療情報管理学科 学　年 3 年

科目名
病院実習 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等 元医療機関診療情報管理業務に従事



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

(  80 %） ( 5 %） （ 10 %） ( 5 %）

( %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 1 年

科目名
医療事務Ⅰ 富岡　直子／福島　美織

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 216 単位数 4

2 24時間 投薬

3 20時間 注射

単位

授業概要
診療行為ごとに算定の基となる診療報酬点数表の正しい解釈の仕方、診療報酬明細書の記載方
法を学ぶ。理解度を計るために、随時、症例カルテ（外来）を使用し、問題演習を行う。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 30時間 レセプト上書きの書き方・初診料・再診料

6 20時間 処置

7 20時間 手術・輸血

4 10時間 医学管理等

5 10時間 在宅医療

10 18時間 画像診断

11 12時間 リハビリテーション・精神科専門療法・放射線治療

8 10時間 麻酔

9 30時間 検査・病理診断

12 12時間 外来症例問題演習

到達目標
医療費算定上の数多くの規則を理解し、外来カルテ例題を基に医療費を算定し、手書きによる外来
レセプトの作成ができるようになる。

使用テキスト

書名 診療点数早見表 書名 サポートブック

書名 ハンドブック 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 医学通信社 出版社 ソラスト

事前・事後学習
[復習]授業で行った練習問題や書き方プリント等をよく見返し、わからないことは次の授業のときに
確認する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 ニチイ学館 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

(  75 %） ( 5 %） (  10 %） ( 5 %）

( 5 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 1 年

科目名
医療事務Ⅱ 富岡　直子／福島　美織

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 216 単位数 4 単位

授業概要

入院算定の基となる診療報酬点数表の正しい解釈の仕方、診療報酬明細書の記載方法を学ぶ。
理解度を計るために、随時、症例カルテ（入院）を使用し、問題演習を行う。
カルテからレセプトの点検を行い、決まりに従ったレセプトの訂正方法を学ぶ。医療事務員としての
窓口対応の仕方を学ぶ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 28時間 入院料等

2 2時間 食事療養

3 40時間 入院症例問題演習

4 76時間 診療報酬請求事務能力認定試験過去問題演習

5 8時間 レセプト点検の仕方・訂正要領

6 22時間 窓口対応

7 40時間 医療事務技能審査試験（メディカルクラーク）過去問題演習

8

9

10

11

12

到達目標
医療費算定上の数多くの規則を理解し、入院カルテ例題を基に医療費を算定し、手書きによる入院
レセプトの作成ができるようになる。診療報酬請求事務能力認定試験、医療事務技能審査試験（メ
ディカルクラーク）に合格するための知識が身に付く。

使用テキスト

書名 診療点数早見表 書名 サポートブック

著者 著者

出版社 医学通信社 出版社 ソラスト

書名 ハンドブック 書名

著者 著者

出版社

事前・事後学習
[復習]授業で行った演習問題や過去問題等をよく見返し、わからないことは次の授業のときに確認
する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

ニチイ学館 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他 診療報酬請求事務能力認定試験



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 85 %） ( 10 %） ( 5 %） ( %）

( %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 1 年

科目名
医療関連法規Ⅰ 富岡　直子

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 72 単位数 3

2 6時間 病院の組織・医療従事者

3 10時間 社会保険制度・医療保険制度

単位

授業概要

医療法、医療保険制度、公費負担医療制度、介護保険制度などの医療に関わる様々な法律・制度
の基礎的内容を学習していく。医療機関の窓口業務を行う上で保険制度の内容は熟知しておかな
ければならず、医療事務の資格試験においても必須科目となるため、きちんと理解し、身につけて
おく必要がある。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 12時間 医療法

6 9時間 保険給付（高額療養費）

7 3時間 保険給付（長期高額療養費）

4 8時間 保険給付（療養の給付）

5 5時間 保険給付（入院時食事療養費・入院時生活療養費）

10

11

8 7時間 保険給付（保険外併用療養費）

9 12時間 保険給付（療養費の支給）

12

到達目標

・医療法、医療保険制度、公費負担医療制度、介護保険制度など、様々な医療に関わる法律につ
いての内容　を理解することができる
・診療報酬請求事務能力認定試験｢学科試験｣の知識が身に付く
・医療事務技能審査試験｢学科｣の知識が身に付く

使用テキスト

書名 医事関連法の完全知識2019年版 書名

書名 書名

著者 著者

著者 安藤英雄・望月稔之・並木洋・小笠原一志 著者

出版社 医学通信社 出版社

事前・事後学習 [復習]授業中に書いたノート（ファイル）をよく見返し、わからないことは次の授業のときに確認する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 85 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( 5 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 1 年

科目名
医療関連法規Ⅱ 富岡　直子

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 72 単位数 3

2 7時間 任意継続被保険者・第三者行為

3 5時間 後期高齢者医療制度

単位

授業概要

医療法、医療保険制度、公費負担医療制度、介護保険制度などの医療に関わる様々な法律・制度
の基礎的内容を学習していく。医療機関の窓口業務を行う上で保険制度の内容は熟知しておかな
ければならず、医療事務の資格試験においても必須科目となるため、きちんと理解し、身につけて
おく必要がある。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 3時間 保険給付（給付の制限）

6 6時間 介護保険制度

7 14時間 診療報酬請求事務能力認定試験対策演習

4 15時間 公費負担医療制度

5 10時間 医事コンピュータ学科対策演習

10

11

8 5時間 労災保険

9 7時間 医療事務技能審査試験対策演習

12

到達目標

・医療法、医療保険制度、公費負担医療制度、介護保険制度など、様々な医療に関わる法律につ
いての内容　を理解することができる
・診療報酬請求事務能力認定試験｢学科試験｣の知識が身に付く
・医療事務技能審査試験｢学科｣の知識が身に付く

使用テキスト

書名 医事関連法の完全知識2019年版 書名

書名 書名

著者 著者

著者 安藤英雄・望月稔之・並木洋・小笠原一志 著者

出版社 医学通信社 出版社

検定結果

事前・事後学習 [復習]授業中に書いたノート（ファイル）をよく見返し、わからないことは次の授業のときに確認する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 1 年

科目名
医事コンピュータ演習 福島　美織

実務経験のある教員等による授業科目 有 元医療機関医事業務に従事

担当教員

経験・資格　等

授業形態 実習 開講期 後期 授業時数 36 単位数 1

2 9時間 外来カルテ問題入力演習

3 7時間 入院カルテ問題入力演習

単位

授業概要
教育用医事ソフトを使用し例題カルテを基に入力演習を行う。患者情報登録、病名登録、診療行為
入力を行い、医療費の請求、診療報酬明細書作成の実務を学ぶ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1時間 医事ソフトの操作方法について

6

7

4 3時間 伝票からの入力演習

5 16時間 医事コンピュータ技能検定試験2級過去問題入力演習

10

11

8

9

12

到達目標
医事ソフトウェアを活用した医療費算定と会計処理、レセプト作成ができるようになる。医事コン
ピュータ技能検定試験2級に合格するための知識と技術が身に付く。

使用テキスト

書名 カルテ例題集 書名

書名 書名

著者 著者

著者 ケアアンドコミュニケーション編 著者

出版社 ケアアンドコミュニケーション 出版社

医事コンピュータ技能検定試験2級

事前・事後学習
[復習]授業で入力した演習問題や過去問題等を見直し、必要に応じて朝や放課後の時間を利用し
て再度入力練習を行う。不明点は必ず質問する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( %） ( 5 %） ( %）

( 15 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 1 年

科目名
情報処理論Ⅰ 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目 有 元SEとしてプログラム開発に従事

担当教員

経験・資格　等

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 18 単位数 1

2 2時間 ネットワークの概要(LAN、WAN、MANの構成要素、接続方法等)

3 2時間 インターネットの概要と活用方法(プロトコル、ＩＰアドレス、クラウド、ウイルス対策等)

単位

授業概要

   現在、病院や診療所等ほとんどの医療機関おいて、「情報化」への対応は大きな課題になってい
る。「情報技術を活用した今後の望ましい医療の方向性」「電子カルテやレセプト電算処理システム
の普及目標と達成年次」が示された。しかしながら、国や医療機関においては情報化に向けた「新
たな課題」が次々と明らかになり、まだ時間がかかる状況である。このような変化に対応できる人材の
育成は急務であり、その担い手として専門学校生にかかる期待は大きい。そのため、医療機関が求
める能力を持った人材の育成を目標とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 2時間 コンピュータシステムの処理形態(データ処理方式、業務処理方式)

6 2時間 基本的なファイルの種類と保存形式

7 2時間 保健医療情報システムの概要

4 2時間 アプリケーションソフト(表計算)の基本操作

5 2時間 データベースの概要

10

11

8 4時間 過去問題演習(4回分)及び解説・解答

9

12

到達目標

医事コンピュータ技能検定試験2級(コンピュータ関連知識分野)合格を目指す。
高度情報通信社会と保健医療分野の情報化が理解できる。
コンピュータとネットワーク(LAN、WANの基礎知識)が理解できる。
医療情報システムの基礎知識(保健医療情報システム、国の施策)が理解できる。

使用テキスト

書名 改訂医事コンピュータ関連知識

書名 書名

著者 著者

著者 医療秘書教育全国協議会

出版社 ㈱建帛社

模擬問題正答率

事前・事後学習
テキストを中心に講義形式で行う。事前にテキストの熟読が必要となる。
前期後半より、過去問題を使用し、実力テストを実施する。誤解答問題の復習が必要となる。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( %） ( %） ( %）

( 20 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 1 年

科目名
情報処理論Ⅱ 渡辺　修身

実務経験のある教員等による授業科目 有 元SEとしてプログラム開発に従事

担当教員

経験・資格　等

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 18 単位数 1

2 1時間 検定後の解説・解答

3 3時間 期末試験に向けた復習

単位

授業概要

   現在、病院や診療所等ほとんどの医療機関おいて、「情報化」への対応は大きな課題になってい
る。「情報技術を活用した今後の望ましい医療の方向性」「電子カルテやレセプト電算処理システム
の普及目標と達成年次」が示された。しかしながら、国や医療機関においては情報化に向けた「新
たな課題」が次々と明らかになり、まだ時間がかかる状況である。このような変化に対応できる人材の
育成は急務であり、その担い手として専門学校生にかかる期待は大きい。そのため、医療機関が求
める能力を持った人材の育成を目標とする。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 14時間 過去問題演習及び解説・解答

6

7

4

5

10

11

8

9

12

到達目標

医事コンピュータ技能検定試験2級(コンピュータ関連知識分野)合格を目指す。
高度情報通信社会と保健医療分野の情報化が理解できる。
コンピュータとネットワーク(LAN、WANの基礎知識)が理解できる。
医療情報システムの基礎知識(保健医療情報システム、国の施策)が理解できる。

使用テキスト

書名 改訂医事コンピュータ関連知識

書名 書名

著者 著者

著者 医療秘書教育全国協議会

出版社 ㈱建帛社

模擬問題正答率15％、検定試験結果5％

事前・事後学習
テキストを中心に講義形式で行う。事前にテキストの熟読が必要となる。
前期後半より、過去問題を使用し実力テストを実施する。誤解答問題の復習が必要となる。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( %） ( 5 %）

( 10 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 1 年

科目名
介護学Ⅰ 菅谷　正樹

実務経験のある教員等による授業科目 有 介護福祉施設副施設長

担当教員

経験・資格　等

授業形態 講義・実習 開講期 前期 授業時数 54 単位数 3

2 5時間 介護における尊厳の保持・自立支援

3 5時間 介護の基本

単位

授業概要

介護職員初任者研修テキスト1と2をもとに「介護職員初任者研修」の資格取得を目指す。学科では
介護に関する幅広い知識を習得し、介護保険法や日本の高齢化などについて学ぶ。また演習で
は、普段あまりできない事を体験する。施設体験実習では、介護の現場を体験して学科や演習で習
得した知識をより理解する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 5時間 職務の理解

6 5時間 介護におけるコミュニケーション

7 5時間 老化の理解

4 5時間 介護福祉サービスの理解と医療

5 10時間 介護施設実習

10 4時間 家族の心理、かかわり支援の理解

11

8 5時間 認知症の理解

9 5時間 障害の理解

12

到達目標

1.介護職員初任者研修の資格を取得する
2.介護保険法の知識を習得・理解する
3.介護についての様々なことを学び、技術とともに習得する
4.介護現場（施設）を見学・体験し、介護の現場を理解する。また将来就職するための知識を習得す
る

使用テキスト

書名 介護職員初任者研修テキスト1⃣ 書名 介護職員初任者研修テキスト2⃣

書名 書名

著者 著者

著者 黒澤貞夫、石橋真二、是枝祥子など 著者 黒澤貞夫、石橋真二、是枝祥子など

出版社 中央法規出版 出版社 中央法規出版

施設実習

事前・事後学習 施設実習後、レポートをまとめ提出する

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( %） ( 5 %）

( 10 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 1 年

科目名
介護学Ⅱ 菅谷　正樹

実務経験のある教員等による授業科目 有 介護福祉施設副施設長

担当教員

経験・資格　等

授業形態 講義・実習 開講期 後期 授業時数 36 単位数 2

2 24時間 自立に向けた介護の展開

3 6時間 生活支援技術演習

単位

授業概要

介護職員初任者研修テキスト1と2をもとに「介護職員初任者研修」の資格取得を目指す。学科では
介護に関する幅広い知識を習得し、介護保険法や日本の高齢化などについて学ぶ。また演習で
は、普段あまりできない事を体験する。施設体験実習では、介護の現場を体験して学科や演習で習
得した知識をより理解する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 3時間 介護に関する基礎的理解

6

7

4 3時間 1年間のまとめ

5

10

11

8

9

12

到達目標

1.介護職員初任者研修の資格を取得する
2.介護保険法の知識を習得・理解する
3.介護についての様々なことを学び、技術とともに習得する
4.介護現場（施設）を見学・体験し、介護の現場を理解する。また将来就職するための知識を習得す
る

使用テキスト

書名 介護職員初任者研修テキスト1⃣ 書名 介護職員初任者研修テキスト2⃣

書名 書名

著者 著者

著者 黒澤貞夫、石橋真二、是枝祥子など 著者 黒澤貞夫、石橋真二、是枝祥子など

出版社 中央法規出版 出版社 中央法規出版

施設実習

事前・事後学習 施設実習後、レポートをまとめ提出する

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 2 年

科目名
医療事務Ⅲ 橋本　裕美／小沼　春香

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関医事業務に従事

授業形態 講義 開講期 通年 授業時数 180 単位数 4

2 20時間 様々な病院基準に応じた入院症例をもとにレセプトを作成（基本編）

3 15時間 医療費計算のルールについて、点数表を読み取る力をつける（学科）

単位

授業概要

わが国の医療費、レセプト（診療報酬明細書）の件数は年々増加し、診療報酬請求事務に従事する
者の責任もますます増大となっています。そこで、医療事務の重要な業務の一つである請求事務
は、専門知識が必要であり、迅速・正確な処理が要求されます。この授業では、１年次に引き続き、
様々な症例のカルテの算定を行い、１年次の履修内容に正確さと迅速さを高め、知識を深めていき
ます。そして現場でその知識を発揮することができるよう、また医療事務の資格を取得できるよう、合
格を目指して対策授業を行っていきます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 20時間 様々な病院基準に応じた外来症例をもとにレセプトを作成（基本編）

6 50時間 診療報酬請求事務能力認定試験対策/過去問題より正確さと迅速さを身につける（実技）

7 15時間 診療報酬請求事務能力認定試験対策/過去k問題より点数表を読み取る力をつける（学科）

4 30時間 社会保険研究所カルテ症例より更に応力を身につける（外来・応用編）

5 30時間 社会保険研究所カルテ症例より更に応力を身につける（入院・応用編）

10

11

8

9

12

到達目標
１．迅速、正確に医療費の算定ができ、レセプトを手書きで作成することができる。
2．診療報酬請求事務能力認定試験「学科試験」「実技試験」の知識と技能が身に付く。
3.　更に応用力を身に付け、現場で活かすことができる。

使用テキスト

書名 診療点数早見表 書名 医科サポートブック

書名
診療報酬請求事務能力認定試験
受験対策と予想問題集 書名

診療報酬請求事務能力認定試験
最新問題と受験対策

著者 小野　章 著者 鈴木　俊一

著者 清水　尊 著者 （株）ソラスト

出版社 医学通信社 出版社 （株）ソラスト

事前・事後学習 間違った箇所については再度確認・訂正し、点数算定について理解すること。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 医学通信社 出版社 社会保険研究所

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 2 年

科目名
医療事務Ⅳ 橋本　裕美／小沼　春香

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関医事業務に従事

授業形態 講義 開講期 通年 授業時数 138 単位数 4

2 40時間 インターンシップに向け、算定・レセプトチェック力を身につける（入院）

3 30時間 文章形式/点数表を読み取る力を継続させる

単位

授業概要

わが国の医療費、レセプト（診療報酬明細書）の件数は年々増加し、診療報酬請求事務に従事する
者の責任もますます増大となっています。そこで、医療事務の重要な業務の一つである請求事務
は、専門知識が必要であり、迅速・正確な処理が要求されます。この授業では、１年次に引き続き、
様々な症例のカルテの算定を行い、１年次の履修内容に正確さと迅速さを高め、知識を深めていき
ます。そして現場でその知識を発揮することができるよう、また医療事務の資格を取得できるよう、合
格を目指して対策授業を行っていきます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 40時間 インターンシップに向け、算定・レセプトチェック力を身につける（外来）

6

7

4 28時間 レセプト算定総まとめ

5

10

11

8

9

12

到達目標
１．迅速、正確に医療費の算定ができ、レセプトを手書きで作成することができる。
2．診療報酬請求事務能力認定試験「学科試験」「実技試験」の知識と技能が身に付く。
3.　更に応用力を身に付け、現場で活かすことができる。

使用テキスト

書名 診療点数早見表 書名 医科サポートブック

書名
診療報酬請求事務能力認定試験
受験対策と予想問題集 書名

診療報酬請求事務能力認定試験
最新問題と受験対策

著者 小野　章 著者 鈴木　俊一

著者 清水　尊 著者 （株）ソラスト

出版社 医学通信社 出版社 （株）ソラスト

事前・事後学習 間違った箇所については再度確認・訂正し、点数算定について理解すること。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 医学通信社 出版社 社会保険研究所

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 5 %） ( %）

( 10 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 2 年

科目名
医療関連法規　Ⅲ 富岡　直子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関医事業務に従事

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 72 単位数 3

2 5時間 自動車損害賠償保障法

3 5時間 地方自治体の助成制度

単位

授業概要
医療関連法規Ⅰ及びⅡで学習した知識を更に深めるために、労働者災害補償保険法や自動車損
害賠償保障法、地方自治体の助成制度について学ぶ。また、病院実習や内定実習に備え、窓口業
務で必要とされる知識の理解を深めていく。各種検定試験の学科分野の対策。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 7時間 労働者災害補償保険法

6 15時間 窓口業務の知識

7

4 30時間 医療秘書2級の学科対策

5 10時間 診療報酬請求事務能力認定試験の学科対策

10

11

8

9

12

到達目標
・医療秘書技能検定試験2級の法規分野の知識が身に付く
・診療報酬請求事務能力認定試験の学科分野の知識が身に付く
・窓口業務で必要とされる知識の理解

使用テキスト

書名 医療関連法規 書名 公費負担

書名 書名

著者 著者

著者 医療秘書教育全国協議会 著者 日本医療教育財団

出版社 建帛社 出版社 東京三の丸出版

検定結果

事前・事後学習 授業内で使用したプリントを読み返し、理解を深めることが重要である

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 2 年

科目名
電子カルテⅠ 橋本　裕美

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関医事業務に従事

授業形態 実技 開講期 通年 授業時数 36 単位数 1

2 10時間 医師と患者の診察内容から主訴・所見・評価・計画の分け方を学ぶ/操作練習

3 5時間 治療内容の入力の仕方

単位

授業概要

医療事務の分野では、窓口会計業務・レセプト作成などコンピュータが利用されています。ここ数年
の間には、診療情報の管理もコンピュータが利用されており、従来、紙であったカルテが電子化され
診療情報をコンピュータに入力し、保存・管理できる電子カルテシステムが進んでいます。総合病院
などでは、国の政策により電子カルテの導入が義務化されており、診療所などへの普及も進んでい
ます。医事コンピュータの演習に続き、電子カルテシステムについての知識を得ることで、医療機関
のスタッフとして活躍できる能力と幅を広げてゆくことができます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 6時間 電子カルテシステムについて説明/テキストインデックス/操作説明

6

7

4 15時間 様々な症例より実際にカルテを作成する

5

10

11

8

9

12

到達目標
１．　電子カルテシステムとは何か？システムの概要が身に付く。
２．　医師事務作業補助者としての知識・技能が身に付く。
３．　電子カルテシステムを活用し、カルテの作成から会計までの処理ができる。

使用テキスト

書名 「Ｃ＆Ｃ電子カルテシステムⅡ/操作テキスト」 書名

書名 書名

著者 著者

著者 ケアアンドコミュニケーション編 著者

出版社 ケアアンドコミュニケーション 出版社

電子カルテ実技検定試験

事前・事後学習 入力操作が苦手な学生は入力練習を各自行う事。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 2 年

科目名
電子カルテⅡ 橋本　裕美

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関医事業務に従事

授業形態 実技 開講期 通年 授業時数 18 単位数 1

2 8時間 診療内容よりカルテ作成/総まとめ

3

単位

授業概要

医療事務の分野では、窓口会計業務・レセプト作成などコンピュータが利用されています。ここ数年
の間には、診療情報の管理もコンピュータが利用されており、従来、紙であったカルテが電子化され
診療情報をコンピュータに入力し、保存・管理できる電子カルテシステムが進んでいます。総合病院
などでは、国の政策により電子カルテの導入が義務化されており、診療所などへの普及も進んでい
ます。医事コンピュータの演習に続き、電子カルテシステムについての知識を得ることで、医療機関
のスタッフとして活躍できる能力と幅を広げてゆくことができます。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 10時間 入力代行者としてサポートできるよう入力の技術を上げる

6

7

4

5

10

11

8

9

12

到達目標
１．　電子カルテシステムとは何か？システムの概要が身に付く。
２．　医師事務作業補助者としての知識・技能が身に付く。
３．　電子カルテシステムを活用し、カルテの作成から会計までの処理ができる。

使用テキスト

書名 「Ｃ＆Ｃ電子カルテシステムⅡ/操作テキスト」 書名

書名 書名

著者 著者

著者 ケアアンドコミュニケーション編 著者

出版社 ケアアンドコミュニケーション 出版社

電子カルテ実技検定試験

事前・事後学習 入力操作が苦手な学生は入力練習を各自行う事。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 2 年

科目名
メディカルマナーⅠ 橋本　裕美／小沼　春香

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関医事業務に従事

授業形態 講義 開講期 通年 授業時数 36 単位数 2

2 10時間 現場での指導の受け方、心構えについて

3 16時間 窓口対応、言葉遣い等をロールプレイングを通して学ぶ

単位

授業概要
就職に必要な基本的マナーを身につける。
また、ビジネスで必要なマナーの習得を目指すとともに、日本人としてのマナーを学び、古来より受
け継がれている習わしや美徳を実感し身につける。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 10時間 病院実習・就職に向けて、言葉遣い、病院マナーについて学ぶ

6

7

4

5

10

11

8

9

12

到達目標

１．接遇の基本的要素である「挨拶」「表情」「態度」「言葉遣い」「身だしなみ」を理解し身につける。
２．医療現場における相手の立場に立った応対ができるようになる。
３．ホスピタルコンシェルジュ３級に合格するための知識を習得する。
４．ビジネスマナー・日本人としての基本的なマナーを理解し実践できるようになる。

使用テキスト

書名
医療事務スタッフのための
ケア・コミュニケーション

書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 ウィネット 出版社

ホスピタルコンシェルジュ3級試験

事前・事後学習 病院実習・病院研修でも役立てられるよう、言葉遣い等のマナーを意識して取り組む

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 5 %） ( 10 %） ( %）

( 5 %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 2 年

科目名
メディカルマナーⅡ 橋本　裕美／小沼　春香

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 元医療機関医事業務に従事

授業形態 講義 開講期 通年 授業時数 18 単位数 1

2 6時間 ホスピタルコンシェルジュ試験対策（実技/学科）

3 6時間 ホスピタルコンシェルジュ模擬試験

単位

授業概要
就職に必要な基本的マナーを身につける。
また、ビジネスで必要なマナーの習得を目指すとともに、日本人としてのマナーを学び、古来より受
け継がれている習わしや美徳を実感し身につける。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 6時間 ホスピタルコンシェルジュ試験対策（知識/学科）

6

7

4

5

10

11

8

9

12

到達目標

１．接遇の基本的要素である「挨拶」「表情」「態度」「言葉遣い」「身だしなみ」を理解し身につける。
２．医療現場における相手の立場に立った応対ができるようになる。
３．ホスピタルコンシェルジュ３級に合格するための知識を習得する。
４．ビジネスマナー・日本人としての基本的なマナーを理解し実践できるようになる。

使用テキスト

書名
医療事務スタッフのための
ケア・コミュニケーション

書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 ウィネット 出版社

ホスピタルコンシェルジュ3級試験

事前・事後学習 病院実習・病院研修でも役立てられるよう、言葉遣い等のマナーを意識して取り組む

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

(100 %） ( %） ( %） ( %）

( %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 2 年

科目名
薬理学Ⅰ 上田　久美子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 薬剤師

授業形態 講義 開講期 前期 授業時数 18 単位数 1

2 3時間 末梢神経系の作用薬

3 3時間 中枢神経系の作用薬

単位

授業概要
薬剤についての基礎的な知識（剤型、作用、副作用等）及び効能・効果について学ぶことを目的と
する

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 3時間 薬理学の概念

6 3時間 呼吸器系作用薬

7

4 3時間 心臓・血管作用薬

5 3時間 抗炎症薬

10

11

8

9

12

到達目標
医療の専門用語を理解し、医療現場で実践に役立つようにできること
薬理用語や生理学用語を理解し、「なぜ、薬は効くの？」を理解する

使用テキスト

書名 わかりやすい薬理学 書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 ヌーヴェル・ヒロカワ 出版社

事前・事後学習

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

(100 %） ( %） ( %） ( %）

( %） 【 】

学　科 医療秘書学科 学　年 2 年

科目名
薬理学Ⅱ 上田　久美子

実務経験のある教員等による授業科目

担当教員

経験・資格　等有 薬剤師

授業形態 講義 開講期 後期 授業時数 18 単位数 1

2 3時間 ホルモン系、生殖器系作用薬

3 3時間 抗感染症薬

単位

授業概要
各疾患に処方される薬剤について、保険請求上必要な、診療報酬明細書の点検に対応できる知識
を習得することを目的とする

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 3時間 消化器系作用薬

6 3時間 まとめ（保険請求時の点検）

7

4 3時間 抗悪性腫瘍薬

5 3時間 漢方薬

10

11

8

9

12

到達目標
医療の専門用語を理解し、医療現場で実践に役立つようにできること
薬理用語や生理学用語を理解し、「なぜ、薬は効くの？」を理解する

使用テキスト

書名 わかりやすい薬理学 書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 ヌーヴェル・ヒロカワ 出版社

事前・事後学習

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他
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時間

( 20 %） ( 10 %） ( 55 %） ( 15 %）

( %） 【 】

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

著者 著者

12 34～36 テスト　まとめ

事前・事後学習
1分間スピーチでは、それぞれの目標を決め 、反省を含め次回に備える。次の授業の課題を伝え、
個々で準備。

到達目標 社会人としてのビジネスマナー取得・コミュニケーション能力の向上

使用テキスト

書名 図解　ビジネスマナー 書名

出版社 出版社

著者 著者

出版社 高橋書店

書名 書名

出版社

16～18 電話応対の基本・接客

7

ビジネス会話の基本取得・丁寧語・尊敬語・謙譲語

10 28～30 グループ発表準備

11 31～33 1・2年合同発表

8 22～24 グループ発表準備

19～21 グループ発表準備

4 10～12 挨拶の基本・スマートな日常動作

5 13～15

単位

授業概要 ビジネスマナーの会得と、人前でのスピーチやコミュニケーション能力を高める講義・実践

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1～3 自己紹介・話し方・質問力

9 25～27 グループ発表準備

3 7～9 グループディスカッション

6

2 4～6 声の出し方・一分間スピーチ・コミュニケーションの取り方

学　科 経営経理学科 学　年 1 年

授業形態 講義 開講期 通年 授業時数 36

科目名
職業実践(ビジネス演習) 柴田穂積

実務経験のある教員等による授業科目 有
営業企画・事務に関わる

仕事に従事

担当教員

経験・資格　等

単位数 1
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( 80 %） ( 10 %） ( 10 %） ( %）

( %） 【 】

12

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

到達目標

担当教員

経験・資格　等

事前・事後学習
「簿記」は単に講義を聞いただけでは理解を深めることは困難であり、自分で問題を解くことにより身
に付くものです。単元ごとの講義が終了したら、必ず関連問題演習を実施し、出来なかった問題は
そのままにしないで、もう一度テキストで確認し、それでも理解出来なければ質問をしてください。

使用テキスト

書名 合格テキスト日商簿記２級工業簿記 書名

著者 TAC簿記検定講座

11 ５１ 本社工場会計

製造業において、材料等投入から製品が完成するまでの、一連の製造過程の流れを理解し、その
記帳および原価の計算が出来るようになることを目標とする。また、日本商工会議所主催の簿記検
定２級合格を目指す。

9 ４１～４５ 直接原価計算（全部原価計算と直接原価計算・勘定連絡図・固定費調整）

出版社 出版社

著者 著者

総合原価計算（組別総合原価計算・等級別原価計算）・財務諸表

２１～２５ 総合原価計算（月末仕掛品原価の計算・仕損・減損・副産物の処理）

4 １６～２０ 部門別原価計算

10 ４６～５０ 直接原価計算（短期利益計画・CVP分析・原価の固変分解）

書名 書名

著者

出版社 TAC出版 出版社

授業概要

①材料費・労務費・経費、②個別原価計算、③部門別原価計算、④総合原価計算、⑤標準原価計
算、⑥直接原価計算、⑦本社工場会計などの項目や、商品売買業における会計処理と製造業の会
計処理との違い、製造業における製品完成までの流れと記帳方法、および原価計算方法について
学習する。また、日本商工会議所主催の簿記検定２級合格レベルの授業を展開する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 １～５ 工業簿記の基礎・勘定連絡・材料費の計算と処理方法

2 ６～１０ 労務費および経費の計算と処理方法

3 １１～１５ 個別原価計算

5

8 ３６～４０ 標準原価計算（標準原価の計算・原価差異の計算）

6 ２６～３０ 総合原価計算（工程総合原価計算・半製品）

7 ３１～３５

学　科 経営経理学科 学　年 1 年

2 単位

有
会計事務所で監査等

の仕事に従事

授業形態 講義 開講期

科目名
簿記Ⅱ－２ 藤田　忠彦

実務経験のある教員等による授業科目

通年 単位数時間51授業時数
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( 80 %） ( 10 %） ( 10 %） ( %）

( %） 【 】

学　科 経営経理学科 学　年 1 年

科目名
簿記Ⅱ演習－２ 藤田　忠彦

実務経験のある教員等による授業科目 有
会計事務所で監査等

の仕事に従事

担当教員

経験・資格　等

授業形態 講義 開講期 1 単位

６～７ 労務費および経費に関する問題演習

通年 授業時数 33 時間 単位数

3 ８～１１ 個別原価計算に関する問題演習

4 １２～１４ 部門別原価計算に関する問題演習

授業概要

①材料費・労務費・経費、②個別原価計算、③部門別原価計算、④総合原価計算、⑤標準原価計
算、⑥直接原価計算、⑦本社工場会計などの項目や、商品売買業における会計処理と製造業の会
計処理との違い、製造業における製品完成までの流れと記帳方法、および原価計算方法について
学習する。また、日本商工会議所主催の簿記検定２級合格レベルの授業を展開する。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 １～５ 勘定連絡・材料費に関する問題演習

2

7 ２１～２４ 総合原価計算（組別総合原価計算・等級別原価計算）・財務諸表の問題演習

8 ２５～２７ 標準原価計算（標準原価の計算・原価差異の計算）の問題演習

5 １５～１８ 総合原価計算（月末仕掛品原価の計算・仕損・減損・副産物の処理）の問題演習

6 １９～２０ 総合原価計算（工程総合原価計算・半製品）の問題演習

11 ３３ 本社工場会計の問題演習

12

9 ２８～３０ 直接原価計算（全部原価計算と直接原価計算・勘定連絡図・固定費調整）

10 ３１～３２ 直接原価計算（短期利益計画・CVP分析・原価の固変分解）の問題演習

到達目標

製造業において、材料等投入から製品が完成するまでの、一連の製造過程の流れを理解し、その
記帳および原価の計算が出来るようになることを目標とする。また、日本商工会議所主催の簿記検
定２級合格を目指す。

使用テキスト

書名 合格トレーニング日商簿記２級工業簿記 書名

著者 TAC簿記検定講座 著者

著者 著者

出版社 出版社

出版社 TAC出版 出版社

書名 書名

事前・事後学習
「簿記」は単に講義を聞いただけでは理解を深めることは困難であり、自分で問題を解くことにより身
に付くものです。単元ごとの講義が終了したら、必ず関連問題演習を実施し、出来なかった問題は
そのままにしないで、もう一度テキストで確認し、それでも理解出来なければ質問をしてください。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他
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( 80 %） ( 10 %） ( 10 %） ( %）

( %） 【 】

法人税法３級過去問題集 書名

事前・事後学習
問題演習を通して、どの項目が理解出来ていないのかを把握し、理解出来ていない部分について
は、再度テキス等で確認してほしい。また、税率など税法上決められている数字等については、しっ
かりと覚えてほしい。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

到達目標

所得税法・法人税法の基本的な計算方法について理解し、納付税額の計算まで出来るようになるこ
とを目標とする。また、全国経理教育協会主催税法能力検定の所得税法３級・法人税法３級の合格
を目指す。

使用テキスト

書名 入門税法 書名 所得税法３級過去問題集

著者 公益社団法人　全国経理教育協会 著者

著者 公益社団法人　全国経理教育協会 著者

出版社 株式会社　エデュプレス 出版社

公益社団法人　全国経理教育協会

出版社 株式会社　清文社 出版社 株式会社　エデュプレス

書名

税額控除・確定申告制度・源泉徴収制度・青色申告制度

6 ６～１５ 所得税法３級過去問演習

11 ２０～３０ 法人税法３級過去問演習

12

9 １８ 益金不算入・損金の額の計算

10 １９ 税額の計算・申告・納付

3 ３ 所得控除

4 ４ 所得税額の計算

授業概要

税金の意義・目的・体系などの概要を理解し、税金の中でも一番主要な税金である、所得税法と法
人税法の基本的な内容や計算方法について学習する。特に、所得税については、給与所得や基
礎控除・医療費控除・扶養控除・生命保険料控除など、一般生活の中でも身近に関係してくる部分
も多いので、しっかりと身に着けてほしい。また、全国経理教育協会主催税法能力検定試験の所得
税法３級および法人税法３級の合格を目指す。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 １ 所得税の概要

2

7 １６ 法人税の概要

8 １７ 法人税法上の所得

5 ５

授業形態 講義 開講期 1 単位

２ 所得の内容と所得金額の計算

通年 授業時数 30 時間 単位数

学　科 経営経理学科 学　年 2 年

科目名
経理実務計算Ⅰ(税法概論) 藤田　忠彦

実務経験のある教員等による授業科目 有
会計事務所で監査等

の仕事に従事

担当教員

経験・資格　等
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時間

( 20 %） ( 10 %） ( 55 %） ( 15 %）

( %） 【 】

学　科 経営経理学科 学　年 2 年

通年 単位数 1 単位36

担当教員

経験・資格　等有
営業企画・司会に関わる

仕事に従事

授業時数

7～9 ビズネス用語・丁寧語・尊敬語・謙譲語

5

授業形態 講義 開講期

科目名
職業実践(ビジネス論) 山下京子

実務経験のある教員等による授業科目

授業概要
基本的なビジネスマナーの習得と、人前で話すこと、コミニュケーション能力向上を目的とし
た講義・講習

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 １～3 オリエンテーション

2

13～15 電話応対・来客時応対

4 10～12 ビジネスマナー・名刺交換

4～6 コミニュケーション能力向上オリエンテーション

3

出版社 高橋書店

9 25～27 グループ発表準備

6 16～18 営業について

7 19～21 デモ営業

10 28～30 グループ発表準備

11 31～33 １・２年合同発表会

12 34～36 職業実践で学んだこと　まとめ

8 22～24 グループ発表準備

事前・事後学習 毎回の授業終わりに、次の授業内容を伝え、予習+復習を各自で行う

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

到達目標 基本的なビジネスマナー・社会人としてのコミニュケーション能力の習得

使用テキスト

書名 さすが！と言われる図解ビジネスマナー 書名

著者 著者

著者

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他

出版社

著者

書名 書名

mailto:経営経理t@Zt
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( 80 %） ( 10 %） ( 10 %） ( %）

( %） 【 】

学　科 経営経理学科 学　年 2 年

科目名
税法概論Ⅲ 藤田　忠彦

実務経験のある教員等による授業科目 有
会計事務所で監査等

の仕事に従事

担当教員

経験・資格  等

授業形態 講義 開講期 1 単位

３～４ 所得税法２級過去問演習（第２回）

通年 授業時数 18 時間 単位数

3 ５～６ 所得税法２級過去問演習（第３回）

4 ７～８ 所得税法２級過去問演習（第４回）

授業概要

１年次に学習した所得税法３級の基礎的な知識を基に、さらに一歩進んだ内容について、問題演習
形式で授業を行う。３級では出てこなかった、退職所得・譲渡所得・山林所得の計算方法について
も学習する。また、所得控除における寄付金控除や税額控除における配当控除の計算方法につい
ても学習する。全国経理教育協会主催税法能力検定試験の所得税法２級の合格を目指す。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 １～２ 所得税法２級過去問演習（第１回）

2

7 １３～１４ 所得税法２級過去問演習（第７回）

8 １５～１６ 所得税法２級過去問演習（第８回）

5 ９～１０ 所得税法２級過去問演習（第５回）

6 １１～１２ 所得税法２級過去問演習（第６回）

11

12

9 １７～１８ 所得税法２級過去問演習（第９回）

10

到達目標

所得税法における１０種類の所得の分類を理解し、各種所得金額の計算・所得控除額の計算およ
び税額計算が出来ることを目標とする。また、全国経理教育協会主催の所得税法能力検定２級合
格を目指す。

使用テキスト

書名 入門税法 書名 所得税法２級過去問題集

著者 公益社団法人　全国経理教育協会 著者

著者 著者

出版社 出版社

公益社団法人　全国経理教育協会

出版社 株式会社　清文社 出版社 株式会社　エデュプレス

書名 書名

事前・事後学習
問題演習を通して、どの項目が理解出来ていないのかを把握し、理解出来ていない部分について
は、再度テキス等で確認してほしい。また、税率など税法上決められている数字等については、しっ
かりと覚えてほしい。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

( 80 %） ( 10 %） ( 10 %） ( %）

( %） 【 】

学　科 経営経理学科 学　年 2 年

科目名
税法概論Ⅳ 藤田　忠彦

実務経験のある教員等による授業科目 有
会計事務所で監査等

の仕事に従事

担当教員

経験・資格　等

授業形態 講義 開講期 1 単位

９ 消費税法３級過去問演習（第１回）

通年 授業時数 18 時間 単位数

3 １０ 消費税法３級過去問演習（第２回）

4 １１ 消費税法３級過去問演習（第３回）

授業概要

消費税は生活していく中で一番身近な税金ではあるが、その納付額計算方法については、一般的
にはあまり馴染みがないかも知れない。しかし、学科の特性を考えると、消費税についてもある程度
の基本的な概要については知っていた方が良いのではないかと思う。授業の進め方としては、消費
税の概要について基本的な事項を学習し、その後、問題演習を中心とした授業を展開する。全国
経理教育協会主催消費税法能力検定３級合格を目指す。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 １～８ 消費税の概要

2

7 １４ 消費税法３級過去問演習（第６回）

8 １５ 消費税法３級過去問演習（第７回）

5 １２ 消費税法３級過去問演習（第４回）

6 １３ 消費税法３級過去問演習（第５回）

11 １８ 消費税法３級過去問演習（第１０回）

12

9 １６ 消費税法３級過去問演習（第８回）

10 １７ 消費税法３級過去問演習（第９回）

到達目標

消費税の概略を理解し、基本的な税額計算ができることを目標とする。また、全国経理教育協会主
催の消費税法能力検定３級合格を目指す。

使用テキスト

書名 入門税法 書名 消費税法３級過去問題集

著者 公益社団法人　全国経理教育協会 著者

著者 著者

出版社 出版社

公益社団法人　全国経理教育協会

出版社 株式会社　清文社 出版社 株式会社　エデュプレス

書名 書名

事前・事後学習
問題演習を通して、どの項目が理解出来ていないのかを把握し、理解出来ていない部分について
は、再度テキス等で確認してほしい。また、税率など税法上決められている数字等については、しっ
かりと覚えてほしい。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( 10 %） ( 10 %） ( %）

( %） 【 】

学　科 ブライダル学科 学　年 1 年

科目名
ブライダル総論Ⅰ

担当教員
永山由紀子

実務経験のある教員等による授業科目 有
ゲストハウスのウエディング
コーディネーターとして従事

授業形態 講義 開講期 通年 授業時数 72 単位数 4

2 7～12 ブライダル市場

3 13～18 ブライダルの歴史と慣習

単位

授業概要
テキストを使用しながらの講義形式で、日本のウエディングの歴史から伝統・慣習、現場での様々な
実務の内容や実践方法、現代のブライダル市場を学び、幅広く実践的なスキルを身につける。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1～6 ブライダルの業態

6 31～36 婚礼衣装

7 37～42 ウエディングプランナーの業務と流れ

4 19～24 挙式のスタイル

5 25～30 披露宴のスタイル

10 55～60 婚礼打合せ業務②

11 61～66 婚礼施行・進行管理業務

8 43～48 新規接客業務

9 49～54 婚礼打合せ業務①

12 67～72 販売促進

到達目標
・WBJ「認定ウエディングプランナー」、アシスタント・ウエディングプランナー（AWP）検定、
　ブライダルコーディネート技能検定3級の取得。
・ウエディングプランナーの仕事の流れを把握し、必要な知識を身につける。

使用テキスト

書名 日本のウエディングプランナー育成プログラム 書名 ウエディングプランナーテキスト

書名 ブライダルコーディネーターテキストスタンダード 書名

著者 株式会社エディットプラネット 著者

著者 ウエディングスビューティフルジャパン 著者 榊原哲夫

出版社 株式会社ジャスマック　ウエディングスビューティフルジャパン 出版社 日本ウエディングプランナー・ネットワーク協会

事前・事後学習 各章ごとに小テストを行い、知識習得の徹底を図る。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 BIA公益社団法人日本ブライダル文化振興協会 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( %） ( 20 %） ( 70 %） ( 10 %）

( %） 【 】

学　科 ブライダル学科 学　年 1 年

科目名
ブライダル実務Ⅰ

担当教員
片根　啓史(アトラクティブ）

実務経験のある教員等による授業科目 有
ゲストハウスの料飲部フロ
アマネージャーとして従事

授業形態 実技 開講期 通年 授業時数 36 単位数 1

2 5～8 事前研修②　ゲストハウスにて実習前の研修を実施

3 9～15 現場研修①　ゲストハウスにて結婚式のサービススタッフ実習

単位

授業概要

ゲストハウスにおいて、現場実習を行う。
【事前研修】料飲サービスの基本を学ぶ。
身だしなみ、立ち居振る舞い、挨拶、お辞儀、言葉遣い等の接客の基礎を習得。トレーの持ち方、
プレートの持ち方・下げ方、ドリンクサービス、サーバーの使い方等の接客技術を習得。
【サービススタッフ研修】実際の結婚式において、料飲サービススタッフとして実習を行う。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1～4 事前研修①　ゲストハウスにて実習前の研修を実施

6 30～36 現場研修④　ゲストハウスにて結婚式のサービススタッフ実習

7

4 16～22 現場研修②　ゲストハウスにて結婚式のサービススタッフ実習

5 23～29 現場研修③　ゲストハウスにて結婚式のサービススタッフ実習

10

11

8

9

12

到達目標
現場実習を通して、幅広く実践的なスキルを身に付け、ブライダル・ホテル関連企業で活躍する人
材を目指す。結婚式において、迎賓～送賓までの一連の接客サービスをマスターする。

使用テキスト

書名 書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 出版社

事前・事後学習
研修前に、身だしなみと服装をきちんと整える。研修先や実習中に得たお客様に関する情報を口外
しない。研修後は、毎回報告書の提出を義務付ける。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( %） ( 20 %） ( 70 %） ( 10 %）

( %） 【 】

学　科 ブライダル学科 学　年 1 年

科目名
イベントプロデュース実習Ⅰ

担当教員
赤津　剛司(ファインサービス）

実務経験のある教員等による授業科目 有
料飲サービス営業本部長

として従事

授業形態 実習 開講期 通年 授業時数 36 単位数 1

2 4～6 事前研修②　校内披露宴実習室にて宴会サービスの研修を実施

3 7～9 事前研修③　ゲストハウスにて実習前の研修を実施　　　　　　　　

単位

授業概要
ホテル・結婚式場における接客サービスを学ぶ。実際の結婚式披露宴・宴会での実習を通し、実践
力を身に付ける。
実践に入る前に、校内実習室において事前研修を行い基本となる知識と技術を学ぶ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1～3 事前研修①　ホテルにて実習前の研修を実施　　　　　　　　　　　

6 19～24 現場研修②　ホテル・ゲストハウスにて結婚式・宴会のサービススタッフ実習

7 25～30 現場研修③　ホテル・ゲストハウスにて結婚式・宴会のサービススタッフ実習

4 10～12 事前研修④　校内披露宴実習室にて婚礼サービスの研修を実施

5 13～18 現場研修①　ホテル・ゲストハウスにて結婚式・宴会のサービススタッフ実習

10

11

8 31～36 現場研修④　ホテル・ゲストハウスにて結婚式・宴会のサービススタッフ実習

9

12

到達目標

ホテル・結婚式場での宴会・婚礼サービスにおける、知識習得と料飲サービスの技術を習得する。
１．結婚式、宴会サービスにおける基本動作を身に付ける。
２．会場の違い、結婚式全体の流れやお客様の動きを把握し、きめ細かい接客サービスを身に付け
る。

使用テキスト

書名 書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 出版社

事前・事後学習
研修前に、身だしなみと服装をきちんと整える。研修先や実習中に得たお客様に関する情報を口外
しない。研修後は、毎回報告書の提出を義務付ける。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( %） ( 20 %） ( 70 %） ( 10 %）

( %） 【 】

学　科 ブライダル学科 学　年 2 年

科目名
イベントプロデュース実習Ⅱ

担当教員
中島　芳彦(アクティブ）

実務経験のある教員等による授業科目 有
料飲サービス取締役管理

部長として従事

授業形態 実習 開講期 通年 授業時数 36 単位数 1

2 4～6 事前研修②　校内披露宴実習実にて実習前の研修を実施

3 7～12 現場研修①　ゲストハウス・ホテルにて結婚式・宴会のサービススタッフ実習

単位

授業概要

ホテル・ゲストハウスにおいて、現場実習を行う。
【事前研修】料飲サービスを学ぶ。
身だしなみ、立ち居振る舞い、挨拶等の接客技術を習得。テーブルセッティング、ナプキンの折り
方、トレーの持ち方、プレートの持ち方・下げ方、ドリンクサービス、サーバーの使い方等の接客技術
を習得。
【サービススタッフ研修】ホテル・結婚式場において、料飲サービススタッフとして実習を行う。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1～3 事前研修①　校内披露宴実習室にて実習前の研修を実施

6 25～30 現場研修④　ゲストハウス・ホテルにて結婚式・宴会のサービススタッフ実習

7 31～36 現場研修⑤　ゲストハウス・ホテルにて結婚式・宴会のサービススタッフ実習

4 13～18 現場研修②　ゲストハウス・ホテルにて結婚式・宴会のサービススタッフ実習

5 19～24 現場研修③　ゲストハウス・ホテルにて結婚式・宴会のサービススタッフ実習

10

11

8

9

12

到達目標
宴会部門・料飲部門における知識を習得する。様々な場面における接客サービスをマスターし、臨
機応変に対応できるサービススタッフを目指す。

使用テキスト

書名 書名

書名 書名

著者 著者

著者 著者

出版社 出版社

事前・事後学習
研修前に、身だしなみと服装をきちんと整える。研修先や実習中に得たお客様に関する情報を口外
しない。研修後は、毎回報告書の提出を義務付ける。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他



2020　シラバス 水戸経理専門学校

時間

( 80 %） ( %） ( 10 %） ( 10 %）

( %） 【 】

学　科 ブライダル学科 学　年 1 年

科目名
ドレス総論Ⅰ

担当教員
永山由紀子

実務経験のある教員等による授業科目 有
ゲストハウスのウエディング
コーディネーターとして従事

授業形態 実技 開講期 後期 授業時数 36 単位数 1

2 5～16 新婦洋装・新郎洋装の知識

3 17～22 衣裳フィッティング（実技）

単位

授業概要
婚礼衣装業務に携わる者として知っておくべき洋装・和装の専門知識を学ぶ。
ドレスコーディネーターとして必要な基礎技術を学ぶ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1～4 婚礼衣装業界について

6 33～36 ドレスコーディネーターの業務について

7

4 23～26 列席者の衣裳について

5 27～32 新婦和装・新郎和装の知識

10

11

8

9

12

到達目標 婚礼衣裳の専門知識とドレスコーディネーターに必要な基礎技術を身に付ける。

使用テキスト

書名 日本のドレスコーディネーター育成プログラム 書名 和婚事典

書名 書名

著者 著者

著者 ウエディングスビューティフルジャパン 著者 飯田　美代子

出版社 株式会社ジャスマック　ウエディングスビューティフルジャパン 出版社 株式会社ジャスマック　ウエディングスビューティフル協会

事前・事後学習 身だしなみを整える。　備品の管理を徹底する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他
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時間

( 80 %） ( %） ( 10 %） ( 10 %）

( %） 【 】

学　科 ブライダル学科 学　年 2 年

科目名
ドレス総論Ⅱ

担当教員
桂木　由記

実務経験のある教員等による授業科目 有
ゲストハウスのウエディング
コーディネーターとして従事

授業形態 実技 開講期 前期 授業時数 36 単位数 1

2 13～18 トータルコーディネート提案　（実技）

3 19～26 貸衣裳店における実務　（その他の業務について）

単位

授業概要
婚礼衣裳店の業務内容を理解する。
衣裳と関係がい深い美容・花の基礎知識を学ぶ。
衣裳だけではなく、トータルで提案できる技術を学ぶ。

授業計画
（スケジュール）

Ｎｏ スケジュール 授業項目

1 1～12 貸衣裳店における実務　（受付からフィッティングまでの流れ）

6

7

4 27～32 婚礼美容とブライダルフラワーの基礎知識

5 33～36 ＷＢＪ認定ドレスコーディネーター試験対策問題

10

11

8

9

12

到達目標
ＷＢＪ認定ドレスコーディネーターの資格取得。
ドレスコーディネーターとしての提案力を身に付ける。

使用テキスト

書名 日本のドレスコーディネーター育成プログラム 書名 和婚事典

書名 書名

著者 著者

著者 ウエディングスビューティフルジャパン 著者 飯田　美代子

出版社 株式会社ジャスマック　ウエディングスビューティフルジャパン 出版社 株式会社ジャスマック　ウエディングスビューティフル協会

事前・事後学習 身だしなみを整える。　備品の管理を徹底する。

その他

・出席時数が授業時数の３分の２に達しないものは補講の対象となる

・定期試験で各教科の試験の点数が合格点に満たない者、また欠席した者には追試験を課す

・授業の成績評価は学期末に実施される試験、実習の成果、履修状況を総合的に勘案して行う

（A・・・８０点～１００点　B・・・６０点～７９点　C・・・５０～５９点　不可・・・４９点以下）

出版社 出版社

評価方法
（比重）

期末試験 出席状況 学習態度 提出物

その他


